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太陽・土・水の感触を全身で体感し、子どもたちに自然の大切さを知ってもらい、

自らが生きる力を育んでもらおうと、信達
しんだち

幼稚園と東
ひがし

幼稚園の園児たち（約１８０人）

が、信達牧野
しんだちまきの

にある梶本昌弘
かじもとまさひろ

さんの水田で「泥田遊び」を楽しみました。

梅雨の合間の快晴にも恵まれ、スモックとパンツ一枚の園児たちも大はしゃぎ。泥

んこ合戦や泥んこの中をカエルのようにスイスイ泳いだりと思い思いの遊びを楽しん

でいました。先生や保護者、保育ボランティアの方々も園児たちと一緒に全身泥まみ

れ。まさに「どろんこ祭」の一日となりました。 （６月１１日）

生きる力・どろんこ祭



つばさのまちフェスタのスポーツイベントの「華」と

なっているビーチサッカー大会を今年も開催します。砂

浜をフィールドに熱戦が繰り広げられ、ＤＪと音楽でも

盛り上がります。もちろん、好プレー・珍プレーも続出。

皆さんも水着をもって、砂上のバトル「ビーチサッカー」

を観戦にきてください。

▼と　き＝笊大会１日目・７月５日貍午前８時半～（開

会式・予選チームリーグ戦）

笆大会２日目・７月６日

豸午前９時～（決勝トーナメント、女

子の部、小・中学生の部、表彰・閉会式）

▼ところ＝泉南市りんくう南浜・サザンビーチ

▼その他＝ビーチサッカーを観戦しながら、海水浴も楽

しむことができます。

つばさのまちフェスタのフィナーレを飾る「りんくう

花火の祭典」。ウォーターフロントを舞台に、豪快に打

ち上げられる連続花火がりんくうタウンの夜空を華やか

に彩ります。

▼と　き＝７月２７日豸午後８時１０分頃～８時４０分

頃（荒天の場合は、翌７月２８日豺に順延します）

▼ところ＝泉南市りんくう南浜

サザンビーチ周辺と田尻町・泉

佐野市マーブルビーチ周辺

▼注　意＝開催日当日の打ち上

げ場所周辺は立ち入り禁止区域

となります。また、りんくうタ

ウン周辺の道路は大混雑が予想

されますのでご注意ください。

関西国際空港、りんくうタウンの歴史とともに９年目を迎え、すっかり夏の風物詩となった「つばさの
まちフェスタ」。泉南市・泉佐野市・田尻町の２市１町では、今年もりんくうタ
ウン全域で「つばさのまちフェスタ２００３」を開催します。
毎年、熱戦が繰り広げられる「ビーチサッカーINサザンビーチ」や

大輪の花火がりんくうタウンの夜空を焦がす「りんくう花火の祭典」
などビッグイベントがもりだくさん。さあ、ご家族、恋人やお友
だち、みんな誘ってりんくうタウンへ大集合！
▼問合せ＝つばさのまちフェスタ実行委員会事務局（薀０６－
６３４３－４９２２）

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
総合福祉センター
（あいぴあ泉南）
埋蔵文化財センター
（古代史博物館）

薀85－0119
薀82－6551
薀83－5875
薀82－7615
薀82－1000
薀82－7767
薀82－7766
薀84－3500
薀83－6447
薀83－4361
薀83－9314
薀83－9264
薀83－9270

薀85－0707

薀83－6789

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀83－0001）へ
その他については、下記へ
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泉南市の人口（５月末現在）
人口‥‥‥‥65,542人
男‥‥‥31,961人
女‥‥‥33,581人

世帯数‥‥23,323世帯

「りんくう花火の祭典」と同時開催し

ます。各種団体による模擬店の出店では、

地元ならではの特産品に出会えるかも

‥。ノスタルジックな雰囲気のあるステ

ージ（やぐら）を囲み、関西国際空港を

バックに国際交流も行われます。見るも

よし、踊るもよしの大盆踊り大会です。

▼と　き＝７月２７日豸午後６時～１０

時（模擬店は午後４時～）※荒天の場合

は翌７月２８日豺に順延します

▼ところ＝泉佐野市りんくうパパライベ

ント広場

▼内容（予定）＝笊府立佐野高校吹奏楽

部による演奏笆バトン演技（南大阪バト

ンフライングチーム）笳よさこいソーリ

ャ笘泉州長持唄、ひょうたん節、五社音

頭、さんや踊り、佐野くどき（佐野くど

き仮装踊り）

※仮装大賞には１０万円分の旅行券が贈

られます。その他各賞に豪華賞品があり

ます。

▼仮装踊りの申込み＝７月１８日貊（必

着）までに、官製ハガキに住所、氏名

（グループの場合は代表者名とその人

数）、年齢、性別、電話番号、仮装の名

称を明記の上、〒598－8550大阪府泉佐

野市市場東1－295－3泉佐野市観光協会

へ。後日参加証を発送します。※申込み

多数の場合は抽選します。

▼その他＝開催日当日は、りんくうタウ

ン内は大変混雑しますので、車でのご来

場はご遠慮ください。

▼問合せ＝泉佐野市観光協会（磋１２１

２）



泉
南
市
立
保
育
所
で
は
所
庭
の
開
放

を
実
施
し
ま
す
。
保
育
所
や
幼
稚
園
に

通
っ
て
い
な
い
方
、
親
子
で
保
育
所
に

遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
子
育
て

相
談
も
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
保
育
所
名
・
開
放
日
・
連
絡
先
＝
笊

信
達
保
育
所
・
七
月
八
日
貂
（
薀
祟
４

６
４
２
）
笆
樽
井
保
育
所
・
七
月
八
日

貂
（
薀
祗
０
０
７
４
）
笳
浜
保
育
所
・

七
月
十
五
日
貂
（
薀
祚
２
６
６
０
）
笘

鳴
滝
第
一
保
育
所
・
七
月
十
五
日
貂

（
薀
祟
４
０
４
１
）
笙
ち
び
っ
こ
広
場

（
鳴
滝
第
二
保
育
所
内
の
遊
戯
室
、
所

庭
）
・
七
月
九
日
貉
、
七
月
二
十
三
日

貉
（
薀
祚
３
３
７
１
）
▼
開
放
時
間
＝

笊
笳
笙
は
午
前
十
時
〜
十
一
時
半
笆
笘

は
午
前
九
時
半
〜
十
一
時
▼
問
合
せ
＝

児
童
福
祉
課
（
内
線
二
八
一
）

野
鳥
の
観
察
を
通
し
て
、
身
近
な
自

然
を
体
感
し
、
そ
の
大
切
さ
を
学
び
ま

せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
笊
七
月
十
二
日
貍
笆
八
月
九

日
貍
午
前
九
時
〜
正

午
▼
と
こ
ろ
＝
市
内

の
野
鳥
観
察
ス
ポ
ッ

ト
▼
対
象
者
＝
市
内

の
小
・
中
学
生
▼
定

員
＝
二
〇
人
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
青
少

年
セ
ン
タ
ー

豊
か
な
言
葉
で
想
像
の
世
界
が
広
が

る
‥
図
書
館
で
は
軈
お
は
な
し
軋
を
通

し
て
、
楽
し
い
本
の
魅
力
を
子
ど
も
た

ち
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん
も
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容
・
対
象
＝
七
月
十
二
日

貍
▽
小
さ
い
子
の
時
間
（
午
後
二
時
半

〜
三
時
で
四
歳
以
上
小
学
二
年
生
以

下
）
▽
大
き
い
子
の
時
間
（
午
後
三
時

〜
三
時
半
で
小
学
二
年
生
以
上
）
▼
と

こ
ろ
＝
図
書
館
二
階
視
聴
覚
室
▼
定

員
＝
各
回
先
着
四
〇
人
（
途
中
で
の
出

入
り
は
不
可
）
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
そ

の
他
＝
第
一
、
三
、
四
土
曜
日
の
午
後

二
時
半
か
ら
三
十
分
程
度
、
同
場
所
に

お
い
て
紙
芝
居
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
拍
子

木
に
よ
る
紙
芝
居
が
あ
り
ま
す
（
〇
歳

か
ら
入
場
可
。
申
込
み
は
不
要
）
▼
問

合
せ
＝
図
書
館

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
収
益
金

は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み
良
い
ま
ち

づ
く
り
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

▼
賞
金
＝
▽
一
等
前
後
賞
合
わ
せ
て
三

億
円
（
一
等
二
億
円
は
四
二
本
、
前
後

賞
各
五
〇
〇
〇
万
円
）
▽
二
等
一
億
円

は
一
六
八
本
※
発
売
額
一
二
六
〇
億
円

で
四
十
二
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
▼
発
売
期

間
＝
七
月
十
四
日
豺
〜
八
月
一
日
貊
▼

そ
の
他
＝
宝
く
じ
は
大
阪
府
内
の
宝
く

じ
売
場
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
▼
問

合
せ
＝
譛
大
阪
府
市
町
村
振
興
協
会

（
薀
０
６
・
６
９
２
０
・
４
５
６
６
）

小
さ
な
子
ど
も
が
い
る
今
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
遊
び
（
お
家
や
少
人
数
で
は

で
き
な
い
も
の
）
を
通
し
て
、
親
子
で

楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
七
月
十
七
日
貅
午
前
十
時
〜

正
午
（
毎
月
第
三
木
曜
日
）
▼
と
こ

ろ
＝
信
達
公
民
館
▼
対
象
＝
未
就
園
児

と
そ
の
保
護
者
▼
内
容
＝
七
月
は
大
き

な
紙
に
お
絵
描
き
を
し
よ
う
▼
申
込

み
＝
事
前
申
込
み
は
不
要
▼
そ
の
他
＝

は
じ
め
て
の
方
は
、
携
行
品
等
詳
細
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
▼
問

合
せ
＝
樽
井
公
民
館
（
薀
祟
４
３
６

１
／e-m

ail
:tarui-k@

city.sennan.
osaka.jp

）

▼
と
き
＝
笊
七
月
十
九
日
貍
午
前
十
時

〜
十
時
四
十
分
笆
八
月
六
日
貉
午
後
四

時
〜
四
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン

タ
ー
▼
内
容
＝
お
話
や
紙
芝
居
な
ど
の

楽
し
い
読
み
聞
か
せ
会
で
す
▼
対
象
＝

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
定
員
＝
二
〇
人
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
お
電
話
で
青
少
年

セ
ン
タ
ー

5

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

が
発
売
さ
れ
ま
す

毎
月
第
二
土
曜
日
は

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
へ

野
鳥
観
察
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

保
育
所
に
遊
び
に

き
ま
せ
ん
か

信
達
公
民
館

親
と
子
の
広
場

関西国際空港に離発着する飛行機を眺めながら海
水浴がたのしめるサザンビーチが７月１日
貂にオープンしました。
昨年も花火大会やビーチサッカー大

会など様々なイベントが行われ、１
０万人を超える海水浴客でにぎわい
ました。今年もサザンビーチは
2,500台駐車可能な大駐車場をはじ

め、売店、更
衣室、シャワ
ー室、水洗トイ
レなどの施設を用意
して、皆さまのお越しをお
待ちしています。

▼開設期間＝７月１日貂～
８月31日豸

▼開設時間＝▽平日
は午前９時～午後
５時
▽土・日・祝日は午前８時30分～午
後６時
▼駐車料金＝▽自二車・原付（200
円）▽軽・普通自動車（1,200円）▽
大型車（3,000円）
▼更衣室・シャワー室料金（兼用）＝▽

大人（400円）▽子供（200円）
▼問合せ＝樽井漁業組合（薀祟５５１９）

読
み
聞
か
せ
の
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

▼
と
き
＝
七
月
二
日
貉
〜
七
月
三
十
日

貉
の
毎
週
▽
水
曜
日
は
午
後
五
時
〜
七

時
▽
金
曜
日
は
午
後
四
時
〜
六
時
▽
土

曜
日
は
午
前
十
時
〜
正
午
（
※
七
月
十

九
日
貍
、
七
月
三
十
日
貉
は
あ
り
ま
せ

ん
）
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
＝
市
内
の
小
・
中
学
生
と
そ
の
保

護
者
▼
定
員
＝
二
〇
人
▼
費
用
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
上
靴
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
使
用
す
る
日
に

青
少
年
セ
ン
タ
ー

大
阪
府
で
は
、
美
し
く
、
個
性
と
風

格
の
あ
る
ま
ち
の
景
観
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
景
観
上
優
れ
た
建
物
や
ま
ち

な
み
の
ご
推
薦
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
大
阪
府
内
の
建
物
及
び
建
物

を
中
心
と
し
た
ま
ち
な
み
※
建
物
は
平

成
十
年
八
月
か
ら
平
成
十
四
年
七
月
末

ま
で
に
完
成
し
た
も
の
。
ま
ち
な
み
は

平
成
十
四
年
七
月
末
ま
で
に
完
成
し
た

も
の
▼
受
付
期
間
＝
七
月
一
日
貂
〜
三

十
一
日
貅
（
当
日
消
印
有
効
）
▼
推
薦

方
法
＝
市
役
所
都
市
計
画
課
に
設
置
の

推
薦
用
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
譖
大
阪
府
建
築
士
会
へ
郵
送
く
だ

さ
い
※
一
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す

▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
建
築
指
導
室
建
築

企
画
課
（
薀
０
６
・
６
９
４
１
・
０
３

５
１
）

新
家
公
民
館
ク
ラ
ブ
員
に
よ
る
七
夕

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
笊
七
月
五
日
貍
午
前
十
時
〜

午
後
八
時
笆
七
月
六
日
豸
午
前
十
時
〜

午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
新
家
公
民
館
▼

内
容
＝
笹
か
ざ
り
、
う
た
、
踊
り
、
も

ぎ
店
等
▼
問
合
せ
＝
新
家
公
民
館
（
薀

祟
９
３
１
４
）

将
棋
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
交

流
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
七
月
五
日
貍
以
降
の
毎
週
土

曜
日
午
後
一
時
半
〜
三
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内

の
小
・
中
学
生
と
高
齢
者
の
方
▼
定

員
＝
二
〇
人
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
参
加
す
る
日
に
青
少
年

セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
七
月
六
日
豸
午
後
一
時
半
〜

四
時
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
▼
内

容
＝
▽
お
は
な
し
（
講
師
は
京
都
清
水

寺
貫
主
・
森
清
範

も
り
せ
い
は
ん

師
）
▽
ア
ル
パ
と

オ
カ
リ
ナ
の
演
奏
（
奏
者
は

上
之
山
幸
代

う
え
の
や
ま
さ
ち
よ

さ
ん
と
岡
島
正
和

お
か
じ
ま
ま
さ
か
ず

さ
ん
）

▽
ビ
デ
オ
で
紹
介
す
る
デ
イ
セ
ン
タ
ー

の
仲
間
た
ち
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
そ
の

他
＝
手
話
通
訳
あ
り
▼
問
合
せ
＝
デ
イ

セ
ン
タ
ー
せ
ん
な
ん
（
薀
祟
３
０
８
２
）

古
代
史
博
物
館
の
ロ
ビ
ー
に
大
き
な

七
夕
さ
さ
を
飾
り
ま
す
。
願
い
ご
と
を

短
冊
に
書
い
て
、
お
星
さ
ま
に
か
な
え

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
＝
七
月
六
日
豸
ま
で
▼
と
こ

ろ
＝
古
代
史
博
物
館
ロ
ビ
ー
▼
入
場

料
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
事
前
申
込
み
は

不
要
▼
問
合
せ
＝
古
代
史
博
物
館

歴
史
の
道
に
沿
っ
て
、
長
山
を
ぐ
る

り
と
縦
に
一
周
し
ま
せ
ん
か
。
ふ
る
っ

て
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
七
月
六
日
豸
午
前
九
時
に
南

海
樽
井
駅
集
合
※
雨
天
の
場
合
は
七
月

十
三
日
豸
に
順
延
し
ま
す
▼
コ
ー
ス
＝

樽
井
三
ヶ
寺
〜
大
師
道

だ
い
し
み
ち

〜
馬
場
ば

ば

の

極
楽

ご
く
ら
く

蜜
寺
み
つ
じ

〜
道
光
寺
池

ど
う
こ
う
じ
い
け

〜
共
同
墓
地

の
徳
本

と
く
ほ
ん

上
人
名
号
碑

し
ょ
う
に
ん
み
ょ
う
ご
う
ひ

〜
永
寿
池

え
ず
い
け

〜

根
来
ね
ご
ろ

街
道
〜
国
市
場

く
に
い
ち
ば

・
岡
前

お
か
ざ
き

神
社
〜

茅
渟

ち

ぬ

神
社
▼
参
加
費
＝
三
〇
〇
円
▼
携

行
品
＝
弁
当
、
水
筒
▼
申
込
み
＝
七
月

五
日
貍
ま
で
に
、
お
電
話
で
泉
南
歴
史

研
究
会
事
務
局
（
薀
祗
５
６
７
１
）
▼

問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
四
七
）
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親
子
で
卓
球
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か

大
阪
ま
ち
な
み
賞
の

推
薦
を
募
集
し
ま
す

新
家
公
民
館

七
夕
ま
つ
り

将
棋
道
場
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

泉
南
歴
史
研
究
会

見
学
会
・
ぐ
る
り
長
山

デ
イ
セ
ン
タ
ー
福
祉
講

演
会
・
生
命
い
の
ち

と
う
と
し

古
代
史
博
物
館

七
夕
か
ざ
り

市役所　
図書館　　
市民体育館　　
樽井公民館　　
文化ホール　　
古代史博物館
青少年センター

薀83－0001
薀82－7766
薀82－1000
薀83－4361
薀82－7767
薀83－6789
薀84－3500

すべての国民が犯罪の防止と罪
を犯した人たちの更生について理
解を深め、それぞれの立場
において力を合わせ犯
罪のない社会を築く
ことを目的に７月
１日から７月31日
の期間、第53回社
会を明るくする運
動が実施されます。
なお、社会を明るく

する運動の一環として、
次のとおり「社明の集い」を開催
します。
▼と　き＝７月12日貍午後１時半
～

▼ところ＝あいぴあ泉南一階大会
議室

▼内　容＝▽第１部は講演
（▽テーマは「心のき
ずな」～子供が見え
ない時代のかかわ
り～▽講師は川本

かわもと

俊永
しゅんえい

さん・西山短
期大学講師）
▽第２部は広報ビデ
オ「君は一人じゃない」

を上映します
▼問合せ＝泉南市社会を明るくす
る運動実施委員会・生活福祉課
（内線２４４）



姉
妹
都
市
・
和
歌
山
県
龍
神
村
で
林

業
や
カ
ヌ
ー
な
ど
を
体
験
し
ま
せ
ん

か
。

▼
と
き
＝
七
月
二
十
八
日
豺
〜
七
月
三

十
日
貉
▼
と
こ
ろ
＝
和
歌
山
県
龍
神
村

▼
対
象
＝
市
内
の
小
学
四
年
生
〜
中
学

三
年
生
▼
定
員
＝
四
〇
人
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
小
学
生
は
五

七
〇
〇
円
、
中
学
生
は
六
〇
〇
〇
円
▼

そ
の
他
＝
説
明
会
を
七
月
二
十
四
日
貅

午
後
三
時
か
ら
行
い
ま
す
▼
申
込
み
＝

七
月
十
六
日
貉
（
必
着
）
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
に
龍
神
村
体
験
キ
ャ
ン
プ
参

加
希
望
、
参
加
者
・
保
護
者
の
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
学

校
名
、
学
年
を
明
記
の
上
、
〒
五
九

〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井
八
の
一
三

の
一
八
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
▼
問
合

せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

紙
芝
居
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
拍
子
木
」
で
は
手
作
り
紙
芝
居
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
笊
七
月
二
十
九
日
貂
笆
七
月

三
十
日
貉
笳
八
月
十

九
日
貂
笘
八
月
二
十

日
貉
※
時
間
は
午
後

一
時
〜
四
時
笆
の
み

午
前
十
時
〜
正
午

（
な
る
べ
く
全
回
出
席

し
て
く
だ
さ
い
）
▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館

二
階
視
聴
覚
室
▼
内
容
＝
自
分
で
お
は

な
し
を
考
え
、
絵
を
描
い
て
紙
芝
居
を

作
り
、
世
界
で
一
つ
し
か
な
い
自
分
だ

け
の
紙
芝
居
を
演
じ
る
▼
対
象
＝
三
歳

以
上
の
幼
児
・
児
童
（
保
護
者
の
付
き

添
い
も
可
）
▼
講
師
＝
古
田
加
代

ふ
る
た
か
よ

さ
ん

（
絵
画
指
導
）、
高
鳥
公
子

た
か
と
り
き
み
こ
さ
ん
（
演
技

指
導
）
▼
携
行
品
＝
鉛
筆
、
ク
レ
パ
ス
、

絵
の
具
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
定
員
＝
三

〇
人
（
先
着
順
）
▼
そ
の
他
＝
こ
の
事

業
は
キ
リ
ン
福
祉
財
団
「
地
域
に
お
け

る
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

助
成
事
業
で
す
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

七
月
七
日
豺
以
降
に
、
電
話
で
社
会
福

祉
協
議
会
（
薀
祗
１
０
２
７
）

▼
と
き
＝
七
月
三
十
日
貉
午
前
十
時
〜

十
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
信
達
公
民
館
▼

対
象
＝
就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
▼

参
加
費
＝
無
料
▼
携
行
品
＝
お
茶
、
手

拭
き
、
着
替
え
等
▼
申
込
み
＝
事
前
申

込
み
は
不
要
▼
そ
の
他
＝
▽
動
き
や
す

い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
▽
お
菓
子

の
持
ち
込
み
は
不
可
▽
徒
歩
、
自
転
車

で
お
越
し
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
（
薀
祚
３

３
７
１
）

人
と
水
を
テ
ー
マ
に
施
設
見
学
会
を

実
施
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
笊
七
月
三
十
一
日
貅
笆
八
月

十
九
日
貂
笳
八
月
二
十
八
日
貅
笘
九
月

十
三
日
貍
※
時
間
は
す
べ
て
午
前
九
時

〜
午
後
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
笊
大
阪
市

下
水
道
科
学
館
、
枚
方
市
立
中
宮
浄
水

場
笆
泉
南
市
水
道
部
、
南
部
処
理
場
笳

大
阪
府
立
水
産
試
験
場
笘
琵
琶
湖
疎
水

記
念
館
▼
対
象
＝
市
内
の
小
・
中
学
生

と
そ
の
保
護
者
で
す
べ
て
参
加
で
き
る

方
※
小
学
三
年
生
以
下
は
必
ず
保
護
者

が
同
伴
く
だ
さ
い
▼
定
員
＝
五
〇
人

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝

五
〇
〇
円
（
保
険
代
）
▼
携
行
品
＝
い

ず
れ
の
日
も
お
弁
当
が
必
要
で
す
▼
申

込
み
＝
七
月
十
九
日
貍
（
必
着
）
ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
人
と
く
ら
し
と

い
の
ち
と
水
」
参
加
希
望
、
参
加
者
・

保
護
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
参
加

人
数
、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
を
明
記
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五

二
一
泉
南
市
樽
井
八
の
一
三
の
一
八
・

青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
▼
問
合
せ
＝
青
少

年
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
八
月
二
日
貍
午
後
一
時
〜
三

時
半
▼
と
こ
ろ
＝
大
阪
府
立
砂
川
厚
生

福
祉
セ
ン
タ
ー
・
こ
ん
ご
う
寮
▼
講

師
＝
北
野
満
喜
代

き
た
の
ま
き
よ

さ
ん
▼
定
員
＝
二
〇

人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
）
▼

参
加
費
＝
一
人
に
つ
き
大
人
二
〇
〇
〇

円
、
子
ど
も
一
五
〇
〇
円
（
就
学
前
の

子
ど
も
は
一
〇
〇
〇
円
）
▼
申
込
み
＝

七
月
十
八
日
貊
（
必
着
）
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
五

泉
南
市
馬
場
三
丁
目
一
五
六
六
・
大
阪

府
立
砂
川
厚
生
福
祉
セ
ン
タ
ー
こ
ん
ご

う
寮
・
府
民
親
子
陶
芸
教
室
係
へ
▼
問

合
せ
＝
府
立
砂
川
厚
生
福
祉
セ
ン
タ
ー

こ
ん
ご
う
寮
（
薀
祗
２
８
８
２
）
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夏
休
み
子
ど
も

手
作
り
紙
芝
居
教
室

施
設
見
学
会
・
人
と
く

ら
し
と
い
の
ち
と
水
と

龍
の
住
む
里

体
験
キ
ャ
ン
プ

子育ての中で日頃感じていることを話し合った
り、子どもの年齢に合わせた遊びを楽しみながら
友だちをつくりませんか。
笊なかよし教室
▼と　き＝８月７日貅、８月21日貅、９月４日貅、
９月18日貅、10月２日貅、10月16日貅
▼内　容＝身体計測、手遊びやふれあい遊び、お
もちゃづくり、食生活・子どもの病気についての
ミニ知識、調理実習（離乳食）、保護者の交流など

▼対　象＝１歳未満（平成14
年８月１日生まれ以降）の乳
幼児と保護者
笆わんぱく教室
▼と　き＝８月14日貅、８月
28日貅、９月11日貅、９月
25日貅、10月９日貅、10月
23日貅

▼内　容＝身体計測、手遊び
やふれあい遊び、おもちゃづ
くり、食生活についてのミニ
知識、調理実習（おやつ）、
保護者の交流
▼対　象＝１歳～２歳未満
（平成13年８月１日～平成14
年７月31日生まれ）の子ど
もと保護者
▼笊笆時間＝すべて午前10時～11時半
▼笊笆ところ＝子育て支援センター・ひだまり
（鳴滝第二保育所内）
▼笊笆参加費＝無料。但し、調理実習の材料費は
自己負担
▼笊笆定員＝各１０組（多数の場合は抽選）
▼笊笆申込み・問合せ＝７月17日貅までにお電話
で子育て支援センター・ひだまり（薀祚３３７１）

ミ
ニ
ち
び
っ
こ
広
場

で
遊
び
ま
し
ょ
う

砂
川
セ
ン
タ
ー

府
民
親
子
陶
芸
教
室

6

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
習
相
談

会
（
英
語
・
数
学
を
学
習
し
よ
う
）
の

生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
七
月
十
六
日
貉
か
ら
平
成
十

六
年
三
月
の
毎
週
水
、
金
曜
日
の
午
後

六
時
〜
七
時
半
（
変
更
あ
り
）
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
学
習
科
目
＝

英
語
・
数
学
▼
対
象
＝
市
内
の
中
学
生

▼
定
員
＝
各
科
目
五
人
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
一
教
科
に
つ
き

一
〇
〇
八
円
（
教
材
費
）
▼
申
込
み
＝

七
月
十
一
日
貊
（
必
着
）
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
に
中
学
生
学
習
相
談
会
参
加

希
望
、
参
加
者
及
び
保
護
者
の
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を

記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
・

泉
南
市
樽
井
八
の
一
三
の
一
八
・
青
少

年
セ
ン
タ
ー
へ
▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ

ン
タ
ー

図
書
館
で
は
毎
年
ご
好
評
い
た
だ
い

て
い
る
「
夏
の
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
今

年
も
発
行
い
た
し
ま
す
。
夏
休
み
は
ス

テ
キ
な
本
と
出
会
う
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
。
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
片

手
に
、
図
書
館
へ
お
こ

し
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
＝
▽
夏
の
本
だ

な
03
（
小
学
生
向
け
）

▽
本
だ
な
か
らH

ello!

03

（
中
学
生
以
上
向
け
）
※
図
書
館
が
お

す
す
め
す
る
本
が
内
容
紹
介
付
き
で
た

く
さ
ん
載
っ
て
い
ま
す
▼
そ
の
他
＝
▽

市
内
の
小
・
中
学
校
の
生
徒
に
は
七
月

中
に
全
員
配
布
予
定
▽
ご
希
望
の
方
は

七
月
下
旬
以
降
に
、
図
書
館
一
階
カ
ウ

ン
タ
ー
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
▼
問
合

せ
＝
図
書
館

友
だ
ち
や
親
子
で
よ
さ
こ
い
踊
り
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
七
月
十
九
日
貍
か
ら
平
成
十

六
年
三
月
の
毎
月
第
三
土
曜
日
午
後
一

時
半
〜
二
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ

ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内
の
小
学
五
年
生

〜
中
学
三
年
生
及
び
そ
の
保
護
者
▼
定

員
＝
一
〇
人
▼
参
加
費
＝
五
〇
〇
円

（
保
険
代
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー

夏
休
み
の
間
、
公
民
館
の
一
室
を
自

習
室
と
し
て
開
放
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
七
月
二
十
三
日
貉
〜
八
月
三

十
一
日
豸
の
午
前
九
時
半
〜
午
後
五
時

ま
で
※
月
曜
日
は
午
前
十
一
時
四
十
五

分
ま
で
。
火
曜
日
は
休
館
）
▼
と
こ

ろ
＝
樽
井
公
民
館
一
階
中
会
議
室
▼
対

象
＝
規
則
を
守
っ
て
利
用
で
き
る
方
▼

そ
の
他
＝
自
習
室
利
用
時
に
は
記
録
簿

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
▼
問

合
せ
＝
樽
井
公
民
館

暑
〜
い
夏
に
、
冷
た
〜
い
ド
ラ
イ
ア

イ
ス
で
遊
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
だ
っ
て
つ
く
れ
る
よ
。

▼
と
き
＝
笊
七
月
二
十
四
日
貅
午
前
十

時
〜
正
午
笆
七
月
二
十
四
日
貅
午
後
二

時
〜
四
時
笳
七
月
二
十
五
日
貊
午
後
二

時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
笊
樽
井
公
民
館

笆
信
達
公
民
館
笳
新
家
公
民
館
▼
対

象
＝
小
学
三
年
生
の
児
童
（
保
護
者
等

の
見
学
も
で
き
ま
す
）
▼
定
員
＝
各
三

〇
人
▼
参
加
費
＝
一
〇
〇
円
（
教
材
費
）

▼
申
込
み
＝
七
月
八
日
貂
（
必
着
）
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
に
希
望
日

時
・
場
所
（
笊
笆
笳
の
い
ず
れ
か
）
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
性
別
、

学
校
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
。

返
信
に
ご
自
分
の
宛
名
を
記
入
の
上
、

〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井
六

の
一
一
の
一
六
・
樽
井
公
民
館
わ
く
わ

く
科
学
教
室
係
へ
▼
問
合
せ
＝
樽
井
公

民
館泉

南
市
文
化
協
会
で
は
、
第
十
二
回

泉
南
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
丹
精
込
め

た
個
性
豊
か
な
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▼
と
き
＝
七
月
二
十
五
日
貊
〜
二
十
七

日
豸
の
各
日
午
前
十
時
〜
午
後
四
時
▼

と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
展
示
室
▼
内

容
＝
写
真
、
書
道
、
人
形
、
手
芸
、
ア

ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
問

合
せ
＝
文
化
ホ
ー
ル

大
き
い
子
か
ら
小
さ
い
子
ま
で
、
ご

家
族
み
ん
な
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま

す
。
ふ
る
っ
て
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
七
月
二
十
六
日
貍
▽
午
前
の

部
は
午
前
十
時
〜
正
午
▽
午
後
の
部
は

午
後
二
時
〜
四
時
（
入
場
で
き
る
時
間

は
、
そ
れ
ぞ
れ
開
始
時
間
ま
で
の
十
五

分
間
で
す
。
午
前
・
午
後
と
も
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
同
じ
で
す
）
▼
と
こ
ろ
＝
文
化

ホ
ー
ル
▼
上
映
映
画
＝
笊
わ
た
し
お
て

つ
だ
い
ね
こ
笆
ぼ
く
と
き
ど
き
ぶ
た
笳

雪
の
女
王
の
三
本
立
て
で
す
▼
対
象
＝

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
▼
入
場
料
＝
無

料
※
但
し
、
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す

▼
定
員
＝
午
前
・
午
後
の
部
各
五
〇
六

人
（
先
着
順
）
▼
申
込
み
＝
入
場
整
理

券
の
配
布
は
七
月
十
二
日
貍
午
前
十
時

よ
り
図
書
館
一
階
で
開
始
し
ま
す
▼
問

合
せ
＝
図
書
館

第
十
二
回
泉
南
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

図
書
館
夏
休
み
映
画

会
を
開
催
し
ま
す

よ
さ
こ
い
踊
り
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

夏
休
み
自
習
室
を

開
放
し
ま
す

図
書
館
が
夏
の
ブ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
発
行
し
ま
す

ド
ラ
イ
ア
イ
ス
で
遊
ぼ
う
！

夏
休
み
わ
く
わ
く
科
学
教
室

昔の人々が使っていた土器を、

当時の方法で作ってみませんか。

▼と　き＝笊７月27日豸

（土器の成形）

笆８月17日豸

（土器の焼成）

※８月17日が雨天の場合、８月

24日豸に延期します）

▼ところ＝笊は古代史博物館

笆は青少年の森

▼対　象＝参加者のいずれかが

市内在住、在学、在勤の人

▼定　員＝１０組（先着順）

▼参加費＝1,130円（材料費等）

▼申込み＝７月１日貂以降に、

直接古代史博物館へ申し込んで

ください。

▼問合せ＝古代史博物館（薀祟

６７８９）

中
学
生
学
習
相
談
会

生
徒
を
募
集
し
ま
す



自
然
の
物
を
使
っ
た
楽
し
い
製
作
を

通
し
て
、
保
護
者
の
方
も
子
ど
も
心
を

思
い
出
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
八
月
二
十
日
貉
午
前
十
時
〜

十
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
鳴
滝
第
二
保
育
所
内
）
▼
内

容
＝
▽
元
気
の
出
る
子
育
て
の
は
な
し

▽
自
然
物
を
使
っ
た
造
形
遊
び
▼
講

師
＝
梶
本
昌
弘

か
じ
も
と
ま
さ
ひ
ろ
さ
ん
（
元
小
学
校
校

長
）
▼
対
象
＝
就
学
前
の
子
ど
も
の
保

護
者
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
定
員
＝
三
〇

人
（
先
着
順
）
▼
そ
の
他
＝
一
時
保
育

あ
り
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
七
月
七
日

豺
〜
七
月
三
十
一
日
貅
に
、
お
電
話
で

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
ひ
だ
ま
り

（
薀
祚
３
３
７
１
）

▼
と
き
＝
九
月
六
日
貍
午
後
〇
時
半
開

場
、
一
時
開
演
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー

ル
（
全
席
自
由
席
）
▼
出
演
者
＝
春
野
は
る
の

百
合
子

ゆ

り

こ

、
京
山
倖
若

き
ょ
う
や
ま
ゆ
き
わ
か、
天
光
軒
満
月

て
ん
こ
う
け
ん
ま
ん
げ
つ

▼
入
場
料
＝
無
料
（
入
場
整
理
券
が
必

要
）
▼
定
員
＝
五
〇
六
人
（
先
着
順
）

▼
入
場
整
理
券
の
配
付
＝
八
月
一
日
貊

か
ら
入
場
整
理
券
の
笊
配
付
及
び
笆
郵

便
で
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
※
笊
入
場

整
理
券
の
配
付
は
図
書
館
二
階
事
務
所

（
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
）
で
行
い
ま

す
（
月
曜
日
は
除
く
）
笆
郵
便
で
の
お

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
（
一
枚
に

つ
き
一
人
）
に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五

二
五
泉
南
市
馬
場
一
の
二
の
一
・
泉
南

市
立
文
化
ホ
ー
ル
・
浪
曲
係
へ
▼
問
合

せ
＝
文
化
ホ
ー
ル

泉
南
市
を
訪
れ
る
人
々
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
ガ
イ
ド
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
毎
月
第
四
土
曜
日
の
午
後
▼

内
容
＝
基
本
と
な
る
観
光
用
地
図
の
作

成
▼
対
象
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と

し
て
活
動
す
る
意
欲
の
あ
る
方
（
市

内
・
外
は
問
わ
な
い
）
▼
参
加
費
＝
無

料
（
交
通
費
は
各
自
負
担
）
▼
申
込

み
＝
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
を
樽
井

公
民
館
（
薀
祟
４
３
６
１
／
蕭
祟
４
３

８
０
）
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
▼
問
合

せ
＝
樽
井
公
民
館

▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
の
午
後
六
時
〜

七
時
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼

内
容
＝
小
学
生
レ
ベ
ル
の
日
本
語
▼
対

象
＝
市
内
在
住
で
以
前
外
国
に
暮
ら
し

て
い
た
青
少
年
及
び
外
国
人
の
子
ど
も

（
い
ず
れ
も
中
学
生
ま
で
）
▼
定
員
＝

二
〇
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参

加
費
＝
一
〇
〇
〇
円
程
度
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
受
験
資
格
＝
医
師
、
看
護
師
、
介
護

福
祉
士
等
で
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
各

分
野
に
お
い
て
、
五
年
ま
た
は
十
年
の

実
務
経
験
を
有
す
る
方
▼
試
験
要
領

（
受
験
申
込
書
）
の
配
付
＝
七
月
三
日

貅
〜
八
月
五
日
貂
に
府
民
情
報
プ
ラ

ザ
、
府
民
健
康
プ
ラ
ザ
（
保
健
所
）
、

市
役
所
介
護
保
険
課
で
配
付
▼
申
込
み

期
間
＝
七
月
二
十
二
日
貂
〜
八
月
五
日

貂
▼
申
込
み
方
法
＝
簡
易
書
留
に
よ
る

郵
送
の
み
（
当
日
消
印
有
効
）
▼
受
験

料
＝
九
〇
〇
〇
円
▼
試
験
日
＝
十
月
二

十
六
日
豸
▼
試
験
会
場
＝
関
西
大
学
、

桃
山
学
院
大
学
▼
問
合
せ
＝
譛
大
阪
府

地
域
福
祉
推
進
財
団
試
験
係
（
薀
０

６
・
６
７
６
３
・
８
０
４
４
）

訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

養
成
講
座
二
級
課
程
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

▼
と
き
＝
八
月
十
八
日
豺
〜
十
一
月
二

十
一
日
貊
の
期
間
で
一
三
五
時
間
▼
日

程
＝
▽
講
義
は
八
月
十
八
日
豺
〜
九
月

三
十
日
貂
（
土
日
祝
日
は
除
く
）
▽
実

習
は
十
月
三
日
〜
十
一
月
二
十
日
の
期

間
で
五
日
間
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉

南
他
▼
対
象
＝
笊
市
内
在
住
で
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
従
事
す
る
こ

と
を
希
望
す
る
方
、
従
事
す
る
こ
と
が

確
定
ま
た
は
す
で
に
従
事
し
て
い
る
方

笆
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
全
課
程
を
受
講
で

き
る
方
笳
昭
和
二
十
三
年
四
月
一
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
笘
自
転
車
に
乗
れ
る

方
※
笊
〜
笘
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
▼

定
員
＝
三
〇
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
費
用
＝
▽
受
講
料
は
三
〇
〇
〇
〇
円

▽
テ
キ
ス
ト
代
は
六
一
〇
〇
円
▽
交
通

費
等
は
自
己
負
担
と
し
ま
す
▼
申
込

み
＝
七
月
十
七
日
貅
（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
三
級
課
程
修

了
者
は
修
了
年
月
日
、
修
了
証
書
番
号

と
訪
問
介
護
員
養
成
講
座
受
講
希
望
と

明
記
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉

南
市
樽
井
一
の
八
の
四
七
・
泉
南
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
・
社
会
福
祉
協
議

会
へ
▼
そ
の
他
＝
詳
し
い
日
程
表
等
は

社
会
福
祉
協
議
会
に
あ
り
ま
す
▼
問
合

せ
＝
泉
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
薀
祗

１
０
２
７
）

9

子
育
て
講
座
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

敬
老
月
間
恒
例
企
画

浪
曲
名
人
会

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
養
成
講
座

大
阪
府
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

訪
問
介
護
員
養
成
講
座

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

日
本
語
を
は
じ
め
よ
う

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

地球温暖化、大気汚染、水質汚濁

など地球環境の悪化は、私たち

の身近な問題として各方面

で取り上げられていま

す。泉南市ではこのよ

うな問題の解決の一助

とするため、地球環境

を守るために、ご家庭

や事業所等で実践されて

いるアイディアを募集しま

す。

▼募集期間＝９月末日まで

▼対　象＝市内在住、在勤の方のア

イディアに限る※個人、団体、法人

は問わない）

▼応募方法＝ハガキまたは封書

に実践アイディア（様式は

自由）、住所、氏名（団

体名、法人名）、電話番

号 を 記 入 の 上 、 〒

590・0592泉南市樽井

１の１の１・泉南市役

所環境整備課へ

▼表　彰＝個人・団体の部

門別にアイディア大賞（１人）、

優秀作（１人）、佳作（１人）を11月

頃に発表します

▼問合せ＝環境整備課（内線３５８）

8

Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
市
民
の
文
化
推
進
チ

ー
ム
で
は
、
観
月
コ
ン
サ
ー
ト
の
出
演

者
（
団
体
・
個
人
）
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
九
月
十
三
日
貍
午
後
七
時
〜

八
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
一
岡
神
社
境
内

（
信
達
大
苗
代
）
▼
申
込
み
＝
七
月
三

十
一
日
貅
ま
で
に
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
及
び
各
公
民
館
に
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
生

涯
学
習
課
へ
※
申
込
み
多
数
の
場
合
は

調
整
し
ま
す
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課

（
内
線
二
四
七
）

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ユ
ニ
セ
フ

反
戦
・
子
ど
も
の
人
権
パ
ネ
ル
展
を
開

催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
八
月
二
日
貍
〜
八
月
九
日
貍

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
※
日
曜
日
は

休
館
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼

入
場
料
＝
無
料
▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ

ン
タ
ー

第
十
八
回
泉
南
市
吹
奏
楽
祭
「
せ
ん

な
ん
ブ
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０

３
」
を
開
催
し
ま
す
。

吹
奏
楽
の
調
べ
と
と
も
に
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
ふ
る

っ
て
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
八
月
三
日
豸
午
後
一
時
半
開

場
、
二
時
開
演
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー

ル
▼
出
演
＝
▽
市
内
中
学
校
吹
奏
楽
部

▽
泉
南
市
青
少
年
吹
奏
楽
団
▽
出
演
者

全
員
に
よ
る
合
同
演
奏
も
予
定
し
て
い

ま
す
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
問
合
せ
＝
生

涯
学
習
課
（
内
線
二
五
三
）

古
い
民
家
を
利
用
し
た
宿
泊
施
設
で

宿
泊
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
八
月
四
日
豺
〜
八
月
五
日
貂

▼
と
こ
ろ
＝
和
歌
山
県
清
水
町
▼
対

象
＝
市
内
の
小
学
一
年
生
〜
三
年
生
▼

定
員
＝
五
〇
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
二
六
〇
〇
円
（
保
険
代
含

む
）
▼
申
込
み
＝
七
月
二
十
三
日
貉

（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
に
清
水

町
わ
ん
ぱ
く
キ
ャ
ン
プ
参
加
希
望
、
参

加
者
・
保
護
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を

明
記
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉

南
市
樽
井
八
の
一
三
の
一
八
・
青
少
年

セ
ン
タ
ー
ま
で
▼
そ
の
他
＝
説
明
会
を

七
月
三
十
日
貉
午
後
六
時
か
ら
行
い
ま

す
▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

自
然
体
験
や
交
流
活
動
、
小
学
校
低

学
年
の
子
ど
も
た
ち
の
宿
泊
サ
ポ
ー
ト

活
動
等
を
行
う
キ
ャ
ン
プ
で
す
。
自
然

や
子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
が
好
き
な
青

少
年
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
。

▼
と
き
＝
八
月
四
日
豺
〜
五
日
貂
※
事

前
説
明
会
は
七
月
三
十
日
貉
▼
と
こ

ろ
＝
和
歌
山
県
清
水
町
▼
対
象
＝
十
五

歳
（
中
三
生
含
む
）
か
ら
二
十
五
歳
ま

で
の
青
少
年
▼
定
員
＝
二
〇
人
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
二
八
〇

〇
円
▼
申
込
み
＝
七
月
二
十
三
日
貉

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
中
学
生
の
場

合
は
学
校
名
を
明
記
の
上
、
〒
五
九

〇
・
〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）
泉
南
市

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
へ
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
一
七
）

古
代
史
博
物
館
で
は
、
歴
史
た
ん
け

ん
隊
と
星
空
た
ん
け
ん
隊
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
八
月
三
日
豸
笊
歴
史
た
ん
け

ん
隊
は
午
前
十
時
〜
午
後
四
時
笆
星
空

た
ん
け
ん
隊
は
午
後
七
時
半
〜
九
時
▼

内
容
＝
笊
歴
史
た
ん
け
ん
隊
（
博
物
館

内
の
見
学
や
土
器
洗
い
、
拓
本
な
ど
発

掘
調
査
整
理
作
業
の
体
験
や
海
会
寺
跡

広
場
で
の
火
お
こ
し
や
楽
し
い
ク
イ
ズ

等
）
笆
星
空
た
ん
け
ん
隊
（
星
に
ま
つ

わ
る
物
語
の
紙
芝
居
を
見
た
後
、
海
会

寺
広
場
で
夏
の
星
座
を
観
賞
し
ま
す
）

▼
と
こ
ろ
＝
古
代
史
博
物
館
、
史
跡
海

会
寺
跡
広
場
▼
対
象
＝
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
（
大
人
だ
け
の
参
加
も
可
）

※
星
空
た
ん
け
ん
隊
は
、
小
学
四
年
生

以
下
の
方
に
つ
い
て
は
保
護
者
が
同
伴

く
だ
さ
い
※
笊
笆
い
ず
れ
か
一
方
の
み

の
参
加
も
で
き
ま
す
▼
定
員
＝
二
〇
人

（
先
着
順
）
▼
費
用
＝
五
〇
〇
円
（
保

険
代
）
▼
申
込
み
＝
七
月
一
日
貂
以
降

に
直
接
古
代
史
博
物
館
へ
▼
問
合
せ
＝

古
代
史
博
物
館

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
も
つ
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
「
第
二
十
回
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
の
遊
び
相
手
を
し
て
く
だ
さ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
募
集
し
て
い

ま
す
。

▼
と
き
＝
笊
八
月
五
日
貂
午
前
十
時
〜

正
午
笆
八
月
九
日
貍
午
後
一
時
〜
九
時

▼
と
こ
ろ
＝
笊
サ
ン
エ
ス
温
水
プ
ー
ル

（
泉
南
清
掃
事
務
組
合
）
笆
泉
南
中
学

校
プ
ー
ル
、
デ
イ
セ
ン
タ
ー
せ
ん
な
ん

▼
内
容
＝
笊
プ
ー
ル
遊
び
笆
プ
ー
ル
遊

び
、
回
転
寿
司
、
南
京
玉
す
だ
れ
等
▼

申
込
み
＝
▽
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
参
加
希

望
者
は
七
月
十
五
日
貂
ま
で
に
デ
イ
セ

ン
タ
ー
せ
ん
な
ん
へ
▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

希
望
者
は
泉
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
問
合
せ
＝
デ
イ
セ
ン
タ
ー
せ
ん
な
ん

（
薀
祟
３
０
８
２
）
・
泉
南
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
薀
祗
１
０
２
７
）

反
戦
・
こ
ど
も
の

人
権
パ
ネ
ル
展

泉
南
市
吹
奏
楽
祭
を

開
催
し
ま
す

和
歌
山
県
清
水
町

わ
ん
ぱ
く
キ
ャ
ン
プ

体
験
キ
ャ
ン
プ
で
こ
ど

も
と
交
流
し
ま
せ
ん
か

せ
ん
な
ん
歴
史
と

星
空
た
ん
け
ん
隊

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

夕
涼
み
会

観
月
コ
ン
サ
ー
ト
に

出
演
し
ま
せ
ん
か

▼と　き＝10月25日貍午後
１時30分開場、２時開演
▼ところ＝文化ホール（全席
自由）
▼出演者＝菅原洋一

すがわらよういち

さん
▼入場料＝▽一般／前売り
2,500円（当日3,000円）
▽割引／前売り2,000円（当
日2,500円）
※割引対象は高校生以下、60
歳以上、障害者及びその介護
者
▼チケットの販売＝８月27日
貉から文化ホールで販売（販

売時間は午前10時～午後５時
で月曜、祝日は除く）
▼問合せ＝文化ホール（薀祗
７７６７）
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水に親しむ季節がやってきました。プールを活用して楽しい夏休みにしましょう。泉南市教育委員会では、
今年も市内１１カ所の学校プールを一般開放します。鳴滝プールには、障害者の方々にもご利用いただけるよ
う車イス用スロープ等を設置しています。
プールを利用する場合は、ルールを守ってご利用ください。なお、樽井小・新家小・一丘小学校プールには

幼児用プールが設置されていませんので、乳幼児の利用はできません。
▼問合せ＝教育総務課（薀祟０００１・内線２６５）

▼プールの一般開放日程＝下の表をご参照ください。
★印の日が一般開放日です。
▼プール利用上の注意
笊入場制限をする場合があります。
笆プールの行き帰りは交通安全に気をつけよう。
笳貴重品や飲食物は持ってこないでください
笘身体の調子の悪い人、病気（目、耳、鼻など）の
人はお医者さんに相談しましょう
笙プールでは係の人の指示に従いましょう。
笞水中メガネの着用は認めますが、ガラス製のもの
は禁止します。
笵小さいお子さんには、保護者の方が同伴ください。
また、遊泳中の付き添いをお願いします。
笨学校プールの開放は午後のみとなっています。
▼遊泳時間＝右表を参照してください。
▼利用料金＝大人は100円、小人は50円（中学生以下）
▼お知らせ＝市営プール（信達大苗代391－１）は設
備点検及び調査のため休止します。
▼各プールの電話番号＝▽泉南中プール（薀祟４１８

０）▽鳴滝プール（薀祟００４９）▽砂川小プール
（薀祗１６３３）▽新家小プール（薀祟７９７８）▽
新家東小プール（薀祗０２０９）▽樽井小プール（薀
祟７９２３）▽西信達中プール（薀祗１５７８）▽信
達小プール（薀祟８４６９）▽雄信小プール（薀祟７
５３１）▽東小プール（薀祕２０２９）▽一丘小プー
ル（薀祕１９９３）

開放日 

プール名 

217／20 22 23 24 25 26 27 28 29 31 230 8／1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 

泉 南 中  

鳴　　滝 

砂 川 小  

樽 井 小  

新 家 小  

新家東小 

西信達中 

信 達 小  

雄 信 小  

東　　小 

一 丘 小  

※
お
盆
休
業
（
プ
ー
ル
の
清
掃
及
び
ろ
過
機
の
点
検
） 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

午後 

午後 

午後 

午後 

午後 

午後 

午後 

午後 

午後 

午後 

午後 

10

大
阪
府
警
察
で
は
次
の
と
お
り
、
警

察
官
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
昭
和
四
十
八
年
四
月
二
日
〜

昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
方

▼
採
用
予
定
人
員
＝
男
性
約
三
一
〇

人
、
女
性
約
二
〇
人
▼
申
込
書
の
配

布
＝
受
付
開
始
日
か
ら
大
阪
府
警
察
本

部
、
府
内
の
各
警
察
署
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
大
阪
府
警
察
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.police.pref.

osaka.jp/

）
で
も
請
求
で
き
ま
す
▼
申

込
み
受
付
期
間
＝
七
月
一
日
貂
〜
八
月

十
三
日
貉
▼
試
験
日
＝
第
一
次
選
考
日

は
九
月
二
十
一
日
豸
▼
問
合
せ
＝
大
阪

府
警
察
官
採
用
セ
ン
タ
ー
（
薀
０
６
・

６
９
４
３
・
１
２
３
４
／
薔
０
１
２

０
・
３
７
０
・
３
１
４
）

笊
航
空
学
生
▼
内
容
＝
各
種
航
空
機
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
養
成
▼
資
格
＝
日
本
国
籍

を
有
す
る
高
校
卒
業
（
見
込
み
含
む
）

か
ら
二
十
一
歳
未
満
の
方
▼
そ
の
他
＝

六
年
後
に
幹
部
に
任
官
笆
一
般
曹
候
補

学
生
▼
内
容
＝
▽
小
部
隊
指
揮
官
の
養

成
▽
配
置
に
よ
り
航
空
機
整
備
、
電
計
、

通
信
等
技
術
資
格
取
得
▼
資
格
＝
日
本

国
籍
を
有
す
る
十
八
歳
以
上
二
十
四
歳

未
満
の
方
▼
そ
の
他
＝
二
年
で
曹
に
任

官
笳
曹
候
補
士
▼
内
容
＝
小
部
隊
指
揮

官
の
養
成
▼
資
格
＝
日
本
国
籍
を
有
す

る
十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満
の
方
▼

そ
の
他
＝
約
三
年
経
過
以
降
、
選
考
に

よ
り
曹
に
任
官
▼
笊
笆
笳
申
込
み
受
付

期
間
＝
八
月
四
日
豺
〜
九
月
十
日
貉
▼

問
合
せ
＝
泉
佐
野
募
集
案
内
所
（
薀
磋

６
９
６
３
）

笊
国
の
事
業
ロ
ー
ン
▼
融
資
額
＝
四
八

〇
〇
万
円
以
内
▼
返
済
期
間
＝
▽
運
転

資
金
は
五
年
以
内
▽
設
備
資
金
は
十
年

以
内
▼
利
率
＝
年
一
・
二
五
％
（
固

定
／
六
月
十
一
日
現
在
）
※
業
種
や
用

途
に
よ
っ
て
、
様
々
な
特
別
融
資
制
度

が
あ
り
ま
す
笆
国
の
教
育
ロ
ー
ン
▼
融

資
額
＝
学
生
、
生
徒
一
人
に
つ
き
二
〇

〇
万
円
以
内
▼
返
済
期
間
＝
十
年
以
内

▼
利
率
＝
一
・
五
％
（
固
定
／
六
月
十

一
日
現
在
）
▼
笊
笆
問
合
せ
＝
国
民
生

活
金
融
公
庫
泉
佐
野
支
店
（
薀
磆
１
３

５
５
）

泉
南
市
体
育
指
導
委
員
協
議
会
で

は
、
健
康
・
体
力
増
進
の
た
め
の
ジ
ョ

ギ
ン
グ
や
散
歩
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
毎
週
日
曜
日
、
午
前
八
時
〜

九
時
の
約
一
時
間
（
い
つ
か
ら
で
も
参

加
で
き
ま
す
）
▼
と
こ
ろ
＝
市
民
体
育

館
と
そ
の
周
辺
▼
対
象
＝
泉
南
市
民
の

方
▼
費
用
＝
無
料
▼
服
装
＝
運
動
の
で

き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
▼
指
導

者
＝
泉
南
市
体
育
指
導
委
員
▼
問
合

せ
＝
市
民
体
育
館

▼
と
き
＝
八
月
三
日
豸
午
後
二
時
〜
三

時
半
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
・
多
目

的
ホ
ー
ル
▼
出
演
＝
マ
ン
ド
リ
ン
・
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
は
る
か
、
貝
塚
マ
ン
ド
リ

ン
ク
ラ
ブ
（
賛
助
出
演
）、
泉
南
市
少

年
少
女
合
唱
団
▼
演
奏
内
容
＝
▽
ナ
レ

ー
シ
ョ
ン
と
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て
▽
ア

ン
デ
ル
セ
ン
童
話
に
よ
る
物
語
と
マ
ン

ド
リ
ン
合
奏
▽
組
曲
「
人
魚
姫
」
▽
い

ろ
い
ろ
な
打
楽
器
を
加
え
て
▽
Ｌ
モ
ー

ツ
ア
ル
ト
作
曲
・
お
も
ち
ゃ
の
シ
ン
フ

ォ
ニ
ー
▽
泉
南
市
少
年
少
女
合
唱
団
の

合
唱
曲
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
申
込
み
＝

事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
▼
問
合
せ
＝

樽
井
公
民
館

樽
井
公
民
館
で
は
、
泉
州
七
市
四
町

で
特
技
登
録
（
広
域
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
さ
れ
て
い
る
方
々
を
講
師
と
し
て
、

サ
ー
ク
ル
や
地
域
活
動
さ
れ
て
い
る

方
々
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新

た
に
特
技
登
録
さ
れ
る
方
も
募
集
し
て

い
ま
す
。

▼
登
録
分
野
＝
美
術
、
工
芸
、
音
楽
、

演
芸
、
舞
踊
、
文
芸
、
生
活
、
趣
味
娯

楽
、
語
学
教
養
、
技
能
資
格
、
ス
ポ
ー

ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
社
会
、
福
祉

な
ど
▼
登
録
者
数
＝
四
七
六
七
人
（
六

月
時
点
）
▼
費
用
＝
派
遣
講
師
は
原
則

と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
が
、
交
通

費
・
謝
金
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。
な
お
、
金
額
等
に
つ
い
て
は
公
民

館
が
定
め
た
範
囲
内
で
、
派
遣
講
師
と

依
頼
者
間
で
協
議
し
て
く
だ
さ
い
▼
申

込
み
＝
▽
お
電
話
で
樽
井
公
民
館
（
薀

祟
４
３
６
１
）
へ
▽
必
要
と
さ
れ
る
講

師
・
分
野
を
樽
井
公
民
館
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
公
民
館
が
各
講
師
に
確
認
を

と
り
、
そ
の
後
依
頼
者
と
講
師
が
合
意

い
た
だ
く
と
活
用
で
き
ま
す
▼
特
技
登

録
＝
お
電
話
で
樽
井
公
民
館
へ
（
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
登
録
で
き
ま
す
）
▼
問
合

せ
＝
樽
井
公
民
館

泉
南
市
女
声
合
唱
団
で
は
、
新
し
い

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
歌
の
ジ
ャ

ン
ル
も
幅
広
く
、
み
ん
な
で
楽
し
く
練

習
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
毎
週
金
曜
日
午
後
一
時
半
〜

三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
新
家
公
民
館
▼
参

加
費
＝
一
五
〇
〇
円
（
月
額
）
▼
そ
の

他
＝
コ
ン
サ
ー
ト
や
合
唱
祭
な
ど
へ
出

場
し
ま
す
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課

（
内
線
二
四
七
）

泉
南
市
青
少
年
吹
奏
楽
団
で
は
、
幅

広
く
音
楽
活
動
を
行
う
た
め
、
音
楽
好

き
で
熱
心
な
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

音
楽
好
き
の
方
な
ら
経
験
・
未
経
験
を

問
わ
ず
大
歓
迎
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
▼
練

習
日
＝
週
二
回
で
午
後
六
時
〜
九
時
※

練
習
日
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
▼
練

習
場
所
＝
文
化
ホ
ー
ル
他
▼
そ
の
他
＝

▽
特
に
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
、
テ
ュ
ー
バ
、
打
楽
器
を
演
奏
さ
れ

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
▽
未
経
験
の

方
も
大
歓
迎
し
ま
す
▼
問
合
せ
＝
生
涯

学
習
課
（
内
線
二
五
三
）

泉
南
市
で
は
去
る
五
月
三
十
一
日

貍
、
泉
南
市
立
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
「
考
え
よ
う
！
市
町
村
合
併
　
泉

州
南
広
域
行
政
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
の
模
様
を
収
録
し
た
記
録
ビ
デ
オ

を
制
作
し
、
ご
希
望
の
方
へ
の
貸
し
出

し
を
次
の
要
領
で
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
▼
貸

出
期
間
＝
お
一
人
に
つ
き
二
週
間
以
内

と
し
ま
す
▼
貸
出
方
法
＝
市
役
所
総
務

部
政
策
推
進
課
で
直
接
受
け
渡
し
し
ま

す
▼
費
用
＝
無
料
※
但
し
、
郵
送
で
の

貸
し
出
し
を
希
望
さ
れ
る
場
合
の
郵
送

料
は
各
自
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
▼
そ

の
他
＝
貸
し
出
し
用
ビ
デ
オ
の
本
数
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル

で
政
策
推
進
課
（
薀
祟
０
０
０
１
・
内

線
二
八
七
／
蕭
祟
０
３
２
５
／e-m

ail:
seisaku@

city.sennan.osaka.jp

）

防
衛
庁
・
自
衛
官
を

募
集
し
ま
す

国
民
生
活
金
融
公
庫
の
融
資

制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
散
歩

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

泉
州
十
八
番
ネ
ッ
ト

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

泉
南
市
青
少
年
吹
奏
楽
団

の
団
員
を
募
集
し
ま
す

親
と
子
の
た
め
の

コ
ン
サ
ー
ト

広
域
行
政
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
記
録
ビ
デ
オ
を
貸
し
出
し
ま
す

合
唱
団
で
一
緒
に

歌
い
ま
せ
ん
か

大
阪
府
警
察
官
を

募
集
し
ま
す



一
方
、
保
険
給
付
は
、
被
保
険
者
証
を
保
険
医

療
機
関
ま
た
は
保
険
薬
局
に
提
示
し
て
、
療
養
の

給
付
を
受
け
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

（
国
保
法
三
十
六
条
三
項
）

し
た
が
っ
て
、
本
件
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
届

け
出
も
な
く
保
険
証
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
こ

と
に
な
る
の
で
、
療
養
の
給
付
は
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
資
格
の
届
け
出
を

し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
や
む
を
得
な
い
事

由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
資
格
取
得

の
日
か
ら
、
そ
の
届
け
出
の
あ
っ
た
日
ま
で
の
期

間
の
療
養
に
つ
い
て
、
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
単
に
届
け
出
義
務
を
知
ら
な

か
っ
た
と
い
う
理
由
で
は
、
療
養
費
の
支
給
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
九
一
）

自
営
業
者
や
学
生
、
無
職
の
人
等
、
国
民
年
金

の
第
一
号
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
は
、
ご
自
身
で
保

険
料
を
納
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
保

険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
と
き
に
は
、
保
険
料

の
納
付
が
免
除
（
全
額
免
除
、
半
額
免
除
）
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
（
所
得
制
限
あ
り
）。
免
除

期
間
は
、
七
月
（
ま
た
は
申
請
月
の
前
月
）
か
ら

翌
年
の
六
月
ま
で
で
す
。
ま
た
、
学
生
の
方
に
は
、

学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
（
所
得
制
限
あ

り
）。
対
象
者
は
大
学
、
短
期
大
学
、
大
学
院
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
夜
間
部
、
定
時
制

及
び
通
信
制
課
程
の
学
生
で
す
（
い
ず
れ
も
二
十

歳
以
上
）。
特
例
期
間
は
四
月
（
ま
た
は
申
請
月

の
前
月
）
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
で
す
。
な
お
、
こ

れ
ら
の
制
度
は
毎
年
届
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
た
め
に
免
除
や
学
生
納

付
特
例
を
受
け
た
月
以
降
、
十
年
以
内
で
あ
れ
ば

さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
付
（
追
納
）
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
五
五
）

資
源
ご
み
の
分
別
収
集
や
再
利
用
な
ど
に
よ
り

ご
み
の
減
量
化
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
依

然
と
し
て
街
中
や
河
川
敷
へ
の
ポ
イ
捨
て
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ご
み
は
、
生
活
環
境
を

悪
化
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
降
雨
等
に
よ
り
河

川
や
海
に
流
入
し
、
様
々
な
生
物
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
と
と
も
に
、
船
舶
の
航
行
や
漁
業
活
動
の
障

害
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
大
阪
府
で
は
「
ご
み
を
な
く
そ
う
。

水
を
き
れ
い
に
！
」
を
合
い
言
葉
に
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
農
林
水
産
課
（
内
線
五
七
六
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
泉
佐
野
で
は
、
職
業
相
談
時
に

手
話
通
訳
協
力
員
を
配
置
す
る
相
談
日
を
設
け
て

い
ま
す
が
、
五
月
か
ら
毎
月
第
四
月
曜
日
の
午
前

十
時
〜
正
午
が
手
話
通
訳
協
力
員
の
配
置
日
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
泉
佐
野
（
薀
磋
０
５

６
５
）

13

毎月第３木曜日 
午後２時～４時 

笊毎月第1・4金曜日 
　午後１時～４時 
笆毎月第２水曜日 
　午後６時～９時 

笊は人権推進部 
　相談室 
笆は樽井公民館 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

人権推進課 
薀83-0001 
（内線270） 

7月3日、10日、24日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館 
一階会議室 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
笊児童福祉課（内線242） 
笆子ども相談室 
　薀85-1586

児童相談 

知的障害者相談 

市役所 
児童福祉課 

笊市役所児童福祉課 
笆子ども支援センター 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線242） 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線281） 

高齢障害福祉課 
薀83-0001 
（内線288） 

母子相談 

毎月第３金曜日 
午後２時～４時 

社会福祉 
　　協議会 
薀82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前９時～正午 

毎月第４金曜日 
午前９時～正午 

月～金曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀83-3755

人権協会 
薀85-1401

農業委員会事務局 
薀83-0001 
（内線551） 

教育相談 
月～金曜日 
午前10時 
～午後４時 

女性相談 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

毎月第２木曜日 
午後１時～４時 

月～金曜日 
執務時間中 

人権推進部 
相談室 

毎月第３水曜日 
午後１時～４時 

市役所 
市民相談室 

人権推進課 
薀83-0001 
（内線270） 

人権相談 

市役所別館 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

市役所別館 
地域振興課 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

毎週金曜日 
午後１時30分 
　～２時30分 

毎週月・木曜日 
午前９時 
～午後５時15分 
毎月第１・３ 
木曜日 
午前10時～正午 

毎月第２・４ 
金曜日 
午前10時～正午 

毎週火曜日 
午前９時半～正午 
それ以外は予約制 

保健センター 保健センター 
薀82-7615健康相談 

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
午後１時～４時 

市役所別館 
地域振興課 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域就労支援センター 
薀85-1401 
薀83-6447

課税課 
薀83-0001 
（内線352） 

求人案内 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎月第２、４水曜・ 
　　　　　西森医師 
時間は午後１時半～３時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

就労支援相談 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
82－4111

国
民
年
金
に
は
保
険
料
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

手
話
通
訳
協
力
員
の

配
置
日
が
変
わ
り
ま
し
た

ご
み
を
な
く
そ
う

水
を
き
れ
い
に
！

泉
南
市
の
水
道
水
は
、
飲
み
水
と
し
て
の
水
質

基
準
を
十
分
に
満
た
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
朝

一
番
や
長
い
時
間
、
水
道
水
を
使
用
し
な
か
っ
た

場
合
に
は
、
消
毒
の
た
め
の
塩
素
濃
度
が
低
下
し

た
り
、
給
水
管
に
鉛
管
が
使
わ
れ
て
い
る
ご
家
庭

で
は
、
微
量
の
鉛
が
溶
出
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。通

常
の
使
用
状
態
で
は
心
配
あ
り
ま
せ
ん
が
、

念
の
た
め
朝
一
番
や
長
い
時
間
、
家
を
留
守
に
し

た
場
合
な
ど
は
、
最
初
の
水
（
バ
ケ
ツ
一
杯
程
度
）

を
飲
み
水
以
外
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
水
道
部
工
務
課
（
薀
祟
２
０
９
０
）

現
況
届
は
、
引
き
続
き
年
金
を
受
け
る
た
め
の

大
切
な
届
で
す
。
老
齢
基
礎
年
金
等
の
受
給
者
は

誕
生
月
で
す
が
、
次
の
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は

七
月
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
現
況
届
の
必
要
な
年
金
の
種
類
＝
▽
二
十
歳
前

の
障
害
に
よ
る
障
害
基
礎
年
金
▽
旧
障
害
福
祉
年

金
か
ら
切
り
替
わ
っ
た
障
害
基
礎
年
金
▽
旧
母
子

福
祉
年
金
と
旧
準
母
子
福
祉
年
金
か
ら
切
り
替
わ

っ
た
遺
族
基
礎
年
金
。

七
月
初
め
に
現
況
届
の
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
が
届

き
ま
す
の
で
、
必
ず
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
国
保

年
金
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
平
成
十
五
年
一

月
二
日
以
降
、
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
方

は
、
前
住
所
地
の
所
得
証
明
書
が
必
要
で
す
。
障

害
の
程
度
を
確
認
す
る
た
め
診
断
書
の
提
出
を
必

要
と
す
る
受
給
者
に
は
「
診
断
書
」
が
現
況
届
と

併
せ
て
送
付
さ
れ
ま
す
。
診
断
書
は
七
月
中
に
医

師
の
診
断
を
受
け
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届

の
提
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
年
金
の
支
払
い
が
一
時

差
止
め
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
五
五
）

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

し
て
い
る
人
は
、
毎
年
八
月
に
現
況
届
・
所
得
状

況
届
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

七
月
下
旬
（
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
は

八
月
上
旬
）
に
通
知
書
を
送
り
ま
す
の
で
、
通
知

書
に
記
載
し
て
い
る
書
類
を
持
っ
て
、
所
定
の
期

日
ま
で
に
児
童
福
祉
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
（
郵

便
不
可
）。

な
お
、
届
け
が
遅
れ
た
り
、
届
け
を
し
な
か
っ

た
と
き
は
、
手
当
を
受
け
る
の
が
遅
れ
た
り
、
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▼
児
童
扶
養
手
当
＝
母
子
家
庭
等
で
、
十
八
歳
に

達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
母
親
等
に
支
給
し
ま
す

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当
＝
二
十
歳
未
満
で
精
神
ま

た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
に
支
給
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
三
二
五
）

平
成
十
二
年
十
一
月
に
通
称
「
交
通
バ
リ
ア
フ

リ
ー
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
に
基

づ
き
「
水
・
緑
・
夢
あ
ふ
れ
る
生
活
創
造
都
市

泉
南
」
の
実
現
に
向
け
て
、
す
べ
て
の
人
々
が
自

分
の
意
志
で
自
由
に
活
動
で
き
、
社
会
参
加
で
き

る
よ
う
に
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
に
取
り
組
む
た
め
、
概
ね
二
〇
一
〇
年
（
平
成

二
十
二
年
）
を
目
標
に
基
本
構
想
を
作
成
し
ま
し

た
。基

本
構
想
の
閲
覧
は
、
泉
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http
://w

w
w
.city.sennan.osaka.jp

）
や
市

役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
都
市
計
画
課
で
閲
覧

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
都
市
計
画
課
（
内
線
五
六
七
）

▼
Ｑ
＝
資
格
発
生
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を

納
付
す
る
の
に
、
ど
う
し
て
そ
の
間
の
保
険
給
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
か
？

▼
Ａ
＝
国
民
健
康
保
険
の
資
格
は
、
届
け
出
し
た

日
か
ら
で
は
な
く
、
加
入
資
格
が
発
生
し
た
日

（
例
え
ば
、
社
会
保
険
の
適
用
を
受
け
て
い
た
人

が
退
職
し
た
日
の
翌
日
）
に
取
得
し
、
十
四
日
以

内
に
届
け
出
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。国

保
資
格
を
取
得
す
れ
ば
、
保
険
税
の
納
付
義

務
が
発
生
し
、
国
保
資
格
が
発
生
し
た
月
か
ら
保

険
税
は
課
税
さ
れ
ま
す
。
※
最
高
三
年
間
さ
か
の

ぼ
っ
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
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n
o

m
t
o

障
害
基
礎
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん

七
月
は
現
況
届
の
提
出
時
期
で
す

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
所
得
状
況
届
の
提
出
を
お
忘
れ
な
く

和
泉
砂
川
駅
周
辺
地
区
交
通
バ
リ
ア

フ
リ
ー
基
本
構
想
を
作
成
し
ま
し
た

朝
一
番
の
水
道
水
は

飲
み
水
以
外
に

知
っ
て
い
ま
す
か
？
国
民

健
康
保
険
の
遡
及
給
付

市役所　薀83-0001 
清掃課　薀83-5875 
あいぴあ泉南 
　　　　薀85-0707 
消防本部　　　　 
　　　　薀85-0119 
樽井公民館 
　　　　薀83-4361

f
r
a
i
n

i



録
証
カ
ー
ド
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

官
公
署
発
行
の
写
真
の
貼
付
さ
れ
た
証
明
書
（
免

許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）
が
あ
る
場
合
も
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

▼
利
用
で
き
る
時
間
＝
一
月
五
日
〜
十
二
月
二
十

九
日
の
平
日
（
午
前
八
時
〜
午
後
七
時
）、
土
日

祝
日
（
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
）
但
し
、
毎
月
第

三
木
曜
日
は
保
守
点
検
の
た
め
午
後
三
時
ま
で
▼

受
付
・
問
合
せ
＝
市
民
課
（
内
線
二
五
八
）

神
経
毒
を
有
す
る
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
の
泉
州
地

域
に
お
け
る
定
着
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
の

よ
う
な
場
所
が
生
息
場
所
と
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
幼
稚
園
や
学
校
＝
▽
く
つ
箱
の
中
の
く
つ
▽
教

材
用
の
植
木
鉢
、
プ
ラ
ン
タ
ー
▽
砂
場
の
玩
具
、

ブ
ラ
ン
コ
、
す
べ
り
台
▽
ベ
ン
チ
、
遊
戯
用
タ
イ

ヤ
▼
駐
輪
場
・
駐
車
場
＝
▽
バ
イ
ク
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
▽
ハ
ン
ド
ル
の
風
よ
け
カ
バ
ー
▽
車
の
泥
よ
け

や
ド
ア
の
下
▽
自
転
車
の
サ
ド
ル
や
泥
よ
け
▼
ご

家
庭
＝
▽
郵
便
（
新
聞
）
受
け
▽
庭
履
き
サ
ン
ダ

ル
▽
納
屋
（
倉
庫
）
に
置
い
て
い
る
衣
類
、
手
袋
、

帽
子
▽
植
木
鉢
、
プ
ラ
ン
タ
ー
、
溝
ぶ
た
、
散
水

栓
の
ふ
た

日
頃
か
ら
整
理
・
整
頓
し
て
お
く
こ
と
が
セ
ア

カ
ゴ
ケ
グ
モ
の
生
息
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
▽
泉
佐
野
保
健
所
（
薀
磆
７
７
０
１
）

▽
同
尾
崎
支
所
（
薀
磚
６
０
０
１
）

利
用
方
法
は
、
各
郵
便
局
の
営
業
時
間
内
に
、

備
え
付
け
の
請
求
用
紙
と
返
信
用
封
筒
を
利
用

し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
切
手
を
貼
付
、
手

数
料
分
の
定
額
小
為
替
を
同
封
（
現
金
書
留
も
可
）

し
、
市
役
所
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

取
り
扱
い
業
務
と
手
数
料
（
一
通
当
た
り
）
は
、

▼
住
民
票
の
写
し
＝
二
〇
〇
円
▼
戸
籍
謄
・
抄

本
＝
四
五
〇
円
▼
除
籍
謄
・
抄
本
＝
七
五
〇
円
▼

原
戸
籍
謄
・
抄
本
＝
七
五
〇
円
▼
私
的
年
金
現
況

届
＝
一
〇
〇
円
▼
公
的
年
金
現
況
届
＝
無
料

請
求
の
で
き
る
人
は
、
原
則
と
し
て
本
人
ま
た

は
同
一
世
帯
（
同
一
戸
籍
）
内
の
人
で
す
。

▼
問
合
せ
＝
市
民
課
（
内
線
二
五
八
）

七
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第
二

期
分
）
の
納
税
月
で
す
。

▼
市
税
の
納
付
は
口
座
振
替
で
＝
市
税
の
納
付
に

は
、
確
実
で
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
手
続
き
は
預
貯
金
通
帳
の
あ
る
取
扱
金
融
機

関
へ
、
ご
使
用
印
を
ご
持
参
の
上
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
納
税
課
（
内
線
二
三
五
・
二
三
六
）
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市
税
は
納
期
内
に

お
納
め
く
だ
さ
い

住
民
票
は
郵
便
で
も

請
求
で
き
ま
す

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　 　 笊 玳 珎 玻 珀
珥 笵 笨 璢 琅 瑯 琥
珸 笋 筌 瑕 琿 瑟 瑙
瑁 筰 筱 筬 瑣 瑪 瑶
瑾 箍 箜 璧 瓊 珈 玳
珎 笘 笙 珥 珮 珞 璢  
※幼児の入場は、水着を着用された保護者の方の同伴が必要です。 
　保護者同伴の場合でも、保護者１人につき幼児２人に制限します。 
※気象警報が発令された時は、臨時休館になる場合があります。 

7月1日～8月9日薀84－2627
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前９：15～午後７：00） 
※利用料金 
▽大　人＝500円 
▽高校生＝300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者＝250円 

　 　 笊 玳 珎 玻 珀
珥 縢 笨 璢 琅 瑯 琥
珸 縷 筌 瑕 琿 瑟 瑙
瑁 瑜 筱 筬 筮 瑪 瑶
瑾 纃 箜 璧 瓊 珈 玳
珎 縟 笙 珥 珮 珞 璢  

※体育館をご利用いただく場合は 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

7月1日～8月9日薀82－1000
市民体育館カレンダー 

　 　 笊 玳 珎 玻 珀
珥 縢 笨 璢 琅 瑯 琥
珸 縷 筌 瑕 琿 瑟 瑙
筧 筰 筱 瑰 瑣 瑪 瑶
瑾 纃 箜 璧 瓊 珈 玳
珎 縟 笙 珥 珮 珞 璢  

※開館時間＝午前9時～午後10時 
　（行事によって早く閉館する場合があります） 

7月1日～8月9日薀83－4361
市立公民館カレンダー 

語
学
教
室
や
家
庭
教
師
の

中
途
解
約
を
め
ぐ
っ
て
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

▼
事
例
１
＝
三
年
間
で
一
〇

〇
回
の
英
会
話
レ
ッ
ス
ン
を

申
し
込
ん
だ
が
、
仕
事
が
忙

し
く
て
通
え
な
く
な
り
二
年

後
に
解
約
を
申
し
出
た
。
五

〇
回
し
か
受
講
し
て
い
な
か

っ
た
が
、
二
年
経
っ
て
い
る

た
め
七
〇
回
受
講
し
た
も
の

と
み
な
す
と
し
て
、
わ
ず
か

し
か
返
金
さ
れ
な
か
っ
た
。

▼
事
例
２
＝
月
謝
制
の
家
庭

教
師
を
頼
ん
だ
。
指
導
用
教

材
は
一
年
分
の
購
入
が
必
要

と
い
わ
れ
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
を

組
ん
だ
が
、
指
導
に
不
満
が

あ
り
解
約
を
求
め
た
と
こ
ろ
、

教
材
は
買
い
取
り
に
な
る
と

い
わ
れ
た
。

※
特
定
継
続
的
役
務
提
供
の

中
途
解
約
権
＝
回
数
で
の
契

約
は
消
化
し
た
回
数
で
、
期

間
で
の
契
約
は
経
過
期
間
で

代
金
を
計
算
す
べ
き
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
消
化
し

た
回
数
や
経
過
期
間
で
の
精

算
を
求
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
指
導
は
月
謝
制
で
も
、

教
材
を
セ
ッ
ト
販
売
す
る
場

合
は
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
が
ち

で
す
。
教
材
は
、
指
導
と
一

体
と
み
な
さ
れ
る
た
め
、
使

用
し
て
い
な
い
部
分
に
つ
い

て
は
返
品
返
金
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
こ

れ
ら
の
取
引
は
特
定
商
取
引

法
の
「
特
定
継
続
的
役
務
提

供
」
の
規
制
対
象
で
、
中
途

解
約
権
が
保
障
さ
れ
て
い
ま

す
。
中
途
解
約
に
伴
っ
て
負

担
す
る
違
約
金
に
も
上
限
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
内
線
三
一
九
）

語
学
教
室
や
家
庭
教
師
の
中
途
解
約

移
動
図
書
館
「
か
し
の
き
号
」
は
、
お
と
な
の

本
・
こ
ど
も
の
本
、
あ
わ
せ
て
約
二
六
〇
〇
冊
を

積
ん
で
、
市
内
一
二
カ
所
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
月

に
二
回
ず
つ
巡
回
し
て
い
ま
す
。

本
を
借
り
ら
れ
る
方
は
、
図
書
館
の
貸
出
券
が

必
要
で
す
。
ま
だ
、
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
住
所

の
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
、
保
険
証
、
泉
南

市
民
証
、
本
人
宛
に
届
い
た
手
紙
等
）
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
お
一
人
五
冊
ま
で
借
り
て
い
た
だ
け

ま
す
。
巡
回
場
所
、
日
時
は
下
記
の
日
程
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
八
月
の
か
し
の
き
号
の
巡
回
は
、
車
両
点
検
・

整
備
及
び
図
書
整
理
の
た
め
運
休
い
た
し
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
そ
の
間
は
図
書
館

本
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
（
薀
祗
７
７
６
６
）

こ
こ
数
年
、
医
療
費
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
後
数
十
年
間
の
間
に
約
二
・
五
倍
に

な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
保
険
税
は
年
間
に

必
要
と
な
る
医
療
費
の
推
計
を
も
と
に
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
医
療
費
の
伸
び
は
、
そ
れ
を
支
え
る

保
険
税
の
増
税
や
国
保
制
度
の
運
営
に
大
き
な
影

響
を
与
え
、
非
常
に
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
す
。

医
療
費
の
伸
び
を
抑
え
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
か

ら
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

笊
医
療
費
に
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
＝
領
収
書
や

医
療
費
通
知
等
の
内
容
を
し
っ
か
り
と
確
認
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

笆
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方
を
見
直
し
ま
し
ょ

う
＝
ひ
と
つ
の
症
状
で
複
数
の
病
院
に
か
か
っ
た

り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
病
院
が
変
わ
る
た
び
に
同

じ
検
査
を
し
た
り
、
治
療
を
や
り
直
し
た
り
‥
。

こ
の
よ
う
な
重
複
受
診
は
医
療
費
を
増
や
す
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

笳
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
＝
健
康
づ

く
り
は
無
理
の
な
い
範
囲
で
長
く
続
け
る
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
温
泉
に
入
っ
た
り
、
散
歩
し
た

り
、
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
流
し
た
り
な
ど
、
好
き
な

こ
と
や
楽
し
ん
で
で
き
る
こ
と
を
取
り
入
れ
ま
し

ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
九
一
・
三
八

〇
）七

月
二
十
一
日
豺
の
祝
日
に
伴
い
、
可
燃
ご
み

の
収
集
日
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

※
祝
日
の
あ
る
月
は
、
可
燃
ご
み
の
収
集
日
を
振

り
替
え
て
行
い
ま
す
。
収
集
日
程
カ
レ
ン
ダ
ー
を

確
認
し
、
収
集
日
当
日
の
午
前
九
時
ま
で
に
決
め

ら
れ
た
場
所
に
、
分
別
し
て
か
ら
出
す
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
（
薀
祟
５
８
７
５
）

国
や
公
社
、
警
察
、
役
所
な
ど
行
政
が
行
う
仕

事
に
つ
い
て
、
困
っ
て
い
る
こ
と
や
分
か
ら
な
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
時
は
行
政
相
談

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
と
は
、
総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行

政
相
談
員
が
、
行
政
の
仕
事
に
関
し
て
の
要
望
や

苦
情
、
相
談
を
受
け
、
行
政
評
価
局
等
と
連
絡
を

と
り
な
が
ら
問
題
の
解
決
に
あ
た
る
と
と
も
に
、

皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
と
き
＝
毎
月
第
三
木
曜
日
午
後
二
時
〜
四
時
▼

と
こ
ろ
＝
市
役
所
別
館
一
階
会
議
室
▼
泉
南
市
の

行
政
相
談
員
＝
▽
松
本
啓
子
さ
ん
（
新
家
三
三
七

九
の
一
一
九
・
薀
祗
０
８
７
７
）
▽
金
田
辰
之
さ

ん
（
男
里
四
の
五
の
四
・
薀
祟
６
９
２
５
）
▼
問

合
せ
＝
地
域
振
興
課
（
内
線
五
五
六
）

市
役
所
一
階
玄
関
ロ
ビ
ー
に
あ
る
自
動
交
付
機

を
利
用
す
る
と
、
市
役
所
の
執
務
時
間
以
外
の
休

日
で
も
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
証
明
書
等
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
但
し
、
利
用
す
る

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
本
人
が
暗
証
番
号
を
届
け
、

請
求
者
識
別
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

す
で
に
印
鑑
登
録
を
し
て
い
る
方
は
、
印
鑑
登
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□‥開館日（am10:00～pm5:00） 
　‥開館日（am11:00～pm6:00） 
●‥休館日 

※８月のかしのき号の巡回はお休みです。 

7月1日～8月9日薀82－7766
市立図書館カレンダー 自動車図書館・かしのき号７月／８月巡回日程のお知らせ 

鳴滝第２小学校 
楠台１号公園 
金　熊　寺 

ステーション名 時間 

ファミール南大阪 
関空山の手台 
砂川集会所前 
青少年センター 

サンハイツ和泉砂川 
一丘団地 

八幡山自治会館 
浜老人集会場 
西信達公民館 

巡回日 
７月 ８月 

ステーション名 時間 
巡回日 

７月 ８月 
水 
水 
木 
木 
金 
金 
水 

2：00～ 
2：45

2：00～ 
2：30

2：00～ 
2：30

2：00～ 
2：30

3：15～ 
4：00

3：00～ 
4：00

水 
木 
木 
金 
金 

3：00～ 
4：00

3：15～ 
4：00

3：15～ 
4：00

2：00～ 
2：45

2：00～ 
3：00

3：00～ 
4：00

23日 
24日 
24日 
25日 
25日 

10日 
9日 

10日 
11日 
11日 

2日 16日 
2日 16日 
3日 17日 
3日 17日 
4日 18日 
4日 18日 
9日 23日 

　 　 珈 玳 珎 膕 珀
膣 笵 珞 璢 琅 膵 琥
膸 笋 琺 瑕 琿 臉 瑙
臑 筰 筱 瑰 瑣 臟 瑶
臧 箍 璞 璧 箋 膀 玳
珎 笘 珀 膣 珮 膓 璢  

か
し
の
き
号
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す

可
燃
ご
み
の
収
集
日
を

一
部
変
更
し
ま
す

医
療
費
は
大
切
に

使
い
ま
し
ょ
う

行
政
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

休
日
で
も
住
民
票
等
を

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

月
・
木
曜
日 

７
月
21
日
月
曜
日 

７
月
22
日
火
曜
日 

火
・
金
曜
日 

７
月
22
日
火
曜
日 

７
月
23
日
水
曜
日 

収
集
地
域 

収
集
が
休
み
の
日 

振
替
え
収
集
日 



一
一
〇
番
は
市
民
の
皆
さ
ん
と
警
察
を
結
ぶ
き

ず
な
と
し
て
活
用
さ
れ
、
事
件
・
事
故
等
の
解
決

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
一
一
〇
番
の
五
つ
の
ポ
イ
ン
ト
＝
笊
ど
ん
な
事

件
・
事
故
か
（
泥
棒
？
交
通
事
故
？
）
笆
ど
こ
で

（
目
標
と
な
る
建
物
や
交
差
点
を
は
っ
き
り
と
）

笳
い
つ
ご
ろ
（
た
っ
た
今
。
五
分
前
な
ど
お
よ
そ

の
時
間
を
）
笘
今
ど
う
な
っ
て
い
る
（
事
件
・
事

故
の
様
子
。
犯
人
の
特
徴
や
逃
げ
た
方
向
な
ど
）

笙
私
は
（
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な

ど
）

▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
（
薀
磚
１
２
３
４
）

野
外
焼
却
、
い
わ
ゆ
る
「
野
焼
き
」
は
ば
い
煙

の
発
生
だ
け
で
な
く
、
悪
臭
や
有
害
物
質
「
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
」
等
発
生
の
原
因
と
も
な
り
、
周
辺

の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
の
で
、
絶
対

に
行
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
建
設
廃
材
等

は
産
業
廃
棄
物
と
し

て
、
適
正
な
処
理
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
整

備
課
（
内
線
三
五
八
）
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新家東小学校は、市の北東部に位置し、たいへん自
然に恵まれた学校です。春は学校の敷地内にたくさん
のタケノコが生え、児童たちもタケノコ掘りで大喜び
です。
笊遊ぼうデー

全校児童を縦割りに１２班に分け、毎月１５日の給
食の後、各班で決めた遊びを一斉に行います。探偵ご
っこ、ドッヂボールをはじめ、さまざまな遊びを通し
て異年齢の子どもたちの交流を深めています。この体
験を通して、高学年の子は低学年の子を支援し、低学
年の子は高学年の子に対して、感謝の気持ちを芽生え
させています。
笆どんど祭り

毎年１月中旬に、全校児童とＰＴＡの方々、そして、
地域のお年寄りを招待して、新しい年の健康と幸せを
願って「どんど祭り」を開催しています。
運動場の真ん中に護摩檀を組み、大きく燃え上がる

炎の中に、各クラスで作った飾り（しめ縄、書き初め、

絵馬等）を投げ
入れ、勢い良く
燃えさかる炎を
囲んで歌やゲー
ムを楽しみ、１
年間のいろいろ
なお願いをして
います。
また、しめ縄

も地域のお年寄りから教わりながら児童たちが作った
ものです。
６年生がお年寄りに心をこめて作った手作りのプレ

ゼントをお渡しし、最後にＰＴＡの方々が作ってくれ
たぜんざいを全員でいただきます。
このようにして、子どもたち、地域のお年寄り、Ｐ

ＴＡの方々が心を一つにして「どんど祭り」を行い、
新家東小学校の伝統になっています。
▼問合せ＝指導課（内線２７７）

関空わくわくセミナー
～親子でミニ飛行船をつ
くろう～
▼と　き＝８月３日豸午
前10時～午後５時
▼ところ＝関西国際空港
内
▼内　容＝関空の施設紹
介、ターミナル等の見学、
機内食体験、飛行船の製
作
▼対　象＝小学４～６年
生とその保護者（保護者
１人に対し、小学生２人
まで可）
▼参加費＝１人につき
2,000円（機内食代含む）
▼定　員＝親子合わせて
40人（多数の場合は抽選
し、当選者に７月25日貊

までにお知らせします）
▼申込み＝７月16日貉
（必着）までに、官製ハ
ガキまたは電子メール
で、応募者全員の漓住所
滷氏名（ふりがな）澆年
齢潺性別潸電話番号澁セ
ミナーを何で知ったかを
明記の上、〒549－8501
大阪府泉佐野市泉州空港
北１番地・関西国際空港
譁関空わくわくセミナー
事務局（薀碚２０３２／
e-mail : wakuwaku@kiac.
co.jp）へ
▼問合せ＝関西国際空港
譁（薀碚２０３２）

シリーズ：関西国際空港情報NO.38
正
し
く
使
っ
て

安
心
・
安
全
一
一
〇
番

め
い
わ
く
な
野
焼
き
は

や
め
ま
し
ょ
う

泉
南
市
で
は
新
生
児
（
一
歳
未
満
児
）
を
対
象

に
、
乳
児
用
シ
ー
ト
の
無
料
貸
し
出
し
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
泉
南
市
内
在
住
の
方
で
、
車
を
所
有
し
、

運
転
免
許
を
受
け
て
い
る
一
歳
未
満
の
乳
児
を
乗

車
さ
せ
て
運
転
す
る
必
要
が
あ
る
方
▼
貸
出
期

間
＝
一
ヶ
月
間
▼
費
用
＝
無
料
（
但
し
、
洗
浄
代

等
が
必
要
な
場
合
あ
り
）
▼
申
込
み
＝
環
境
整
備

課
（
市
役
所
別
館
一
階
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
▼
申
請
に
必
要
な
も
の
＝
印
鑑
、
運
転
免
許
証

（
コ
ピ
ー
可
）、
車
の
ナ
ン
バ
ー
（
自
動
車
検
査
証

に
よ
り
確
認
が
必
要
）
▼
そ
の
他
＝
貸
し
出
し
の

可
否
は
先
着
順
で
、
内
容
を
審
査
の
上
決
定
し
ま

す
※
貸
出
数
に
限
り
あ
り
▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備

課
（
内
線
三
四
八
）

図
書
館
、
文
化
ホ
ー
ル
、
あ
い
ぴ
あ
泉
南
な
ど

市
内
公
共
施
設
で
の
本
人
確
認
、
印
鑑
登
録
時
の

即
日
発
行
、
郵
便
局
で
の
郵
便
物
の
受
け
取
り
の

際
の
証
明
書
に
も
な
る
「
泉
南
市
民
証
」
を
次
の

要
領
で
発
行
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
交
付
を
希
望
す
る
六
十
歳
以
上
の
市
民

▼
費
用
＝
無
料
。
但
し
、
郵
送
用
郵
便
料
二
九
〇

円
は
各
自
負
担
と
し
ま
す
）
▼
交
付
日
＝
申
請
受

理
後
十
四
日
以
内
に
、
本
人
宛
に
郵
送
し
ま
す
▼

申
込
み
＝
市
役
所
市
民
課
窓
口
に
、
本
人
が
直
接

お
越
し
く
だ
さ
い
▼
申
請
に
必
要
な
も
の
＝
▽
上

半
身
の
カ
ラ
ー
写
真
（
正
面
・
脱
帽
の
も
の
に
限

り
ま
す
）
▽
写
真
の
サ
イ
ズ
は
縦
二
・
八
詢
×
横

二
・
二
詢
の
も
の
（
運
転
免
許
証
用
写
真
と
同
サ

イ
ズ
）
▽
写
真
の
裏
面
に
は
必
ず
、
氏
名
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
▽
枚
数
は
、
市
民
証
用
一
枚
、
交

付
票
添
付
（
控
え
用
）
で
計
二
枚
▽
本
人
を
証
明

で
き
る
も
の
（
健
康
保
険
証
、
年
金
証
書
、
パ
ス

ポ
ー
ト
、
老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
な
ど
）

▼
問
合
せ
＝
市
民
課
（
内
線
二
五
七
・
二
五
八
・

三
五
四
）

原
動
機
付
自
転
車
（
ミ
ニ
バ
イ
ク
）
が
盗
難
に

あ
わ
れ
た
方
、
ま
た
、
紛
失
さ
れ
た
方
は
、
警
察

へ
の
被
害
届
と
同
時
に
市
役
所
課
税
課
へ
の
廃
車

届
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
警
察
か
ら
市
役
所
へ
の

連
絡
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
早
急
に
手
続
き
を
行

う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
課
税
課
（
内
線
二
三
八
・
二
五
一
）

最
近
、
ペ
ッ
ト
に
よ
る
フ
ン
や
鳴
き
声
に
よ
る

苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
は
、
大
切
な
家

族
の
一
員
で
す
か
ら
愛
情
を
持
っ
て
育
て
、
正
し

く
し
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
散
歩
の
時
な
ど
は
、
必
ず
フ
ン
を
持
ち

帰
る
よ
う
に
し
て
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
▽
環
境
整
備
課
（
内
線
二
四
一
）
▽

保
健
セ
ン
タ
ー
（
薀
祗
７
６
１
５
）
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ミ
ニ
バ
イ
ク
の
盗
難
や

紛
失
は
届
け
出
く
だ
さ
い

ペ
ッ
ト
は
正
し
く

飼
い
ま
し
ょ
う

乳
児
用
シ
ー
ト
を

貸
し
出
し
ま
す

六
十
歳
以
上
の
方
に

市
民
証
を
発
行
し
ま
す

貯水槽水道を設置している方にお知らせします
マンションやビル等の貯水槽水道の施設（貯水槽か

ら蛇口までの給水設備）の水質は設置者が自らの責任
において管理する必要があります。しかしながら、有
効容量10裙以下の小規模貯水槽水道の管理について
は、水道法の適用を受けておりません。
昨年の水道法の改正に伴い、市の給水条例等に、小

規模貯水槽水道についても設置者の責務が新たに規定
されましたのでお知らせします。
▼小規模貯水槽水道の管理基
準＝笊水槽の清掃を定期的に一
年以内ごとに一回行ってくださ
い笆有害物、汚水等によって水
が汚染されるのを防止するため
に、水槽の点検等の必要な措置
を講じてください笳給水栓にお
ける水の色、濁り、臭い、味に
関する検査並びに残留塩素の有
無に関する水質の検査を定期的
に一年以内ごとに一回行ってく

ださい笘給水栓において、水に異常を認めた時は、水
質基準に関する省令に基づく検査を受けてください笙
供給する水が人の健康を害するおそれがあることを知
った時は、直ちに給水を停止し、かつ、その水を使用
することが危険である旨を関係者に周知させる措置を
講じてください。
▼問合せ＝水道部工務課（薀祗６５５１）

蝸 蝸 蝸 

ポンプ 

蚪 

蚩 

蚪 

蚩 

蚪 

蝸 蝸 蝸 



二
〇
〇
一
年
九
月
十
一
日
に
起
き
た
同
時
多

発
テ
ロ
、
そ
の
後
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
空
爆
が

起
き
、
今
年
三
月
に
は
、
世
界
中
の
反
対
を
押

し
切
っ
た
形
で
の
イ
ラ
ク
戦
争
が
起
き
て
し
ま

い
ま
し
た
。
戦
争
が
起
き
て
し
ま
っ
た
今
、
戦

争
に
よ
り
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
人
々
に
対
し
、

私
た
ち
は
何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

何
が
テ
ロ
や
戦
争
を
生
み
出
し
て
し
ま
う
の
で

し
ょ
う
か
。

泉
南
市
で
は
、
毎
年
八
月
を
「
非
核
平
和
月

間
」
と
し
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
様
々
な
催

し
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

に
何
が
で
き
る
の
か
を
こ
の
機
会
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
八
月
二
日
貍
午
後
一
時
開
場
、
一
時

半
開
演
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
大
会
議
室

▼
内
容
＝
笊
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
カ
メ
ラ
ー

タ
神
戸
、
コ
ロ
ン
三
木
え
り
か
さ
ん
に
よ
る
ソ

ロ
コ
ン
サ
ー
ト
「
被
爆
の
マ
リ
ア
に
捧
げ
る
賛

歌
」
ほ
か
笆
講
演
「
国
境
な
き
医
師
団
」
の
活

動
に
つ
い
て
。
講
師

は
国
境
な
き
医
師

団
・
臼
井
律
郎

う
す
い
り
つ
ろ
う

医
師

（
写
真
上
）
笳
非
核

平
和
パ
ネ
ル
展
▼
入

場
料
＝
無
料
▼
申
込

み
＝
事
前
申
込
み
は

不
要
で
す
▼
一
時
保

育
＝
対
象
は
一
歳
半

か
ら
就
学
前
の
子
ど

も
で
、
定
員
は
十
二

人
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）
で
一
時
保
育

を
希
望
さ
れ
る
方
は

七
月
二
十
二
日
貂
ま

で
に
お
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
人
権
推
進
課
（
薀
祟
０
０
０
１
・

内
線
二
七
〇
／
蕭
祗
０
０
７
５
）
へ
▼
そ
の

他
＝
手
話
通
訳
あ
り
▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課

（
内
線
二
七
〇
）

▼
と
き
＝
八
月
一
日
貊
〜
八
月
十
五
日
貊
※

土
・
日
曜
日
は
除
く
▽
一
回
目
は
午
前
十
時
〜

▽
二
回
目
は
午
後
三
時
〜
▼
と
こ
ろ
＝
市
役
所

玄
関
ロ
ビ
ー
▼
内
容
＝
▽
一
分
の
す
き
も
な
く

武
装
し
て
〜
世
界
に
は
び
こ
る
小
型
武
器
の
現

状
〜
▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
二
七
〇
）

▼
と
き
＝
八
月
一
日
貊
〜
八
月
二
十
九
日
貊
の

図
書
館
開
館
時
間
中
▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館
▼
内

容
＝
平
和
に
関
す
る
図
書
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し

ま
す
▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
二
七
〇
）
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21
世
紀
を
人
権
と
平
和
の
世
紀
に

８
月
は
「
非
核
平
和
月
間
」
で
す

コロン三木えりかさんのプロフィール

ベルギー人作曲家の父と声楽家の母のも

と、ヴェネズエラに生まれ、日本に帰国後、

高校時代から演奏活動を始める。ブリュッセ

ル王立音楽院教授クロディーヌ・アルノー女

史に師事。現在は、聖心女子大学院で教育学

を学ぶ傍ら、ソロ、アンサンブルで幅広い活

動を行っている。2002年４月には、東大寺大

仏開眼1,250年にちなみ、宗教をこえた平和の

祈りとして、大仏殿にてアヴェマリアの奉賛

演奏を行った。

第
二
次
世
界
大
戦
末
期
、
大
阪
府

内
で
は
五
〇
回
を
超
え
る
空
襲
に
よ

り
、
大
き
な
被
害
を
受
け
、
死
没
者
、

行
方
不
明
者
は
約
一
五
〇
〇
〇
人
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
一
部
の

自
治
体
や
市
民
団

体
が
作
成
し
た
約

六
〇
〇
〇
人
分
の

名
簿
が
存
在
す
る

も
の
の
、
大
阪
府
全
域
に
わ
た
る
調

査
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
未
だ
に
氏

名
な
ど
が
わ
か
ら
な
い
方
々
が
多
数

お
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
大
阪
府
で
は
、
空
襲
に
よ

り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
追
悼
し
、

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
、「
大
阪
空
襲
死
没

者
名
簿
」
を
作
成
し
ま
す
。
心
当
た

り
の
あ
る
方
は
、
死
没
者
の
氏
名
、

年
齢
等
の
情
報
提
供
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
情
報
の
提
供
方
法
＝
お
電
話
、
フ

ァ
ク
ス
、
郵
便
に
よ
り
情
報
提
供
を

お
願
い
し
ま
す
▼
情
報
の
提
供
先
＝

〒
五
四
〇
・
〇
〇
〇
二
大
阪
市
中
央

区
大
阪
城
二
の
一
譛
大
阪
国
際
平
和

セ
ン
タ
ー
（
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
）
大

阪
空
襲
死
没
者
名
簿
編
さ
ん
室
（
薀

０
６
・
６
９
４
７
・
０
２
１
２
／
蕭

０
６
・
６
９
４
３
・
６

０
８
０
）
※
電
話
、
フ

ァ
ク
ス
の
受
付
時
間
は

午
前
九
時
半
〜
午
後
四

時
ま
で
（
日
、
祝
、
月
曜
日
は
除
く
）

▼
問
合
せ
＝
譛
大
阪
国
際
平
和
セ
ン

タ
ー
（
ピ
ー
ス
お
お
さ
か
）
大
阪
空

襲
死
没
者
名
簿
編
さ
ん
室
（
薀
０

６
・
６
９
４
７
・
０
２
１
２
）

国境なき医師団とは‥
営利を目的としない国際的な民間の援助団体で、1971年にフラ

ンスで設立されました。医療援助を第一に紛争、飢餓、感染症の
流行、自然災害等により、世界各地で生命の危機に瀕している
人々への迅速で効果的な医療援助を目指して活動しています。現
在、年間で約3,000人が医師、看護師、助産師、技術者、物資調達
員として世界80カ国で援助活動を続けています。

狡MFS

【
活
動
課
題
】

▼
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
人
権
侵
害
の
も

つ
問
題
性
、
重
大
性
を
広
く
市
民
に
訴
え
、
す

べ
て
の
差
別
を
な
く
す
た
め
の
草
の
根
人
権
啓

発
運
動
を
推
進
す
る
。

▼
人
権
啓
発
運
動
を
地
域
に
根
付
い
た
市
民
運

動
と
し
て
定
着
さ
せ
る
た
め
に
、
広
く
市
民
の

参
加
を
求
め
る
と
と
も
に
、
校
区
人
権
協
の
組

織
体
制
の
充
実
と
市
人
権
協
の
活
動
の
強
化
に

努
め
る
。

▼
被
差
別
者
の
体
験
か
ら
差
別
の
実
態
を
学

び
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
人
権
問
題
に

対
す
る
認
識
を
深
め
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消

に
向
け
た
人
権
啓
発
活
動
の
充
実
を
図
る
。

▼
泉
南
市
人
権
意
識
調
査
、
同
和
地
区
生
活
実

態
調
査
等
各
種
調
査
に
見
ら
れ
る
今
日
的
な
啓

発
課
題
を
ふ
ま
え
、
全
市
的
並
び
に
校
区
ご
と

の
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

▼
人
種
差
別
撤
廃
条
約
へ
の
加
盟
、「
人
権
教

育
の
た
め
の
国
連
十
年
」
等
の
国
際
年
の
意
義

を
積
極
的
に
受
け
止
め
、
広
く
啓
発
活
動
を
推

進
す
る
。

▼
「
泉
南
市
部
落
差
別
な
ど
あ
ら
ゆ
る
差
別
の

撤
廃
と
人
権
擁
護
に
関
す
る
条
例
」
・
「
大
阪

府
部
落
差
別
事
象
に
係
る
調
査
等
規
制
等
に
関

す
る
条
例
」
の
制
定
意
義
を
積
極
的
に
受
け
止

め
、
そ
の
趣
旨
を
ふ
ま
え
た
啓
発
活
動
を
推
進

し
、
市
民
の
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
。
と
り

わ
け
、
昨
年
八
月
、
十
月
に
本
市
に
隣
接
す
る

阪
南
市
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
お
い
て
悪
質

な
差
別
落
書
き
事
件
が
生
起
し
て
お
り
、
事
件

の
内
容
・
背
景
に
つ
い
て
啓
発
を
徹
底
す
る
と

と
も
に
、
再
発
防
止
、
根
絶
の
た
め
の
取
組
を

積
極
的
に
推
進
す
る
。

▼
平
成
十
二
年
十
二
月
に
施
行
さ
れ
た
「
人
権

教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

に
お
い
て
、
国
民
の
責
務
が
明
記
さ
れ
た
こ
と

を
ふ
ま
え
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現

に
む
け
た
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

【
役
員
体
制
】

右
表
の
と
お
り
、
平
成
十
五
年
度
の
役
員
体

制
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
記
念
講
演
】

社
会
福
祉
法
人
・
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

常
務
理
事
の
太
田
昌
也

お
お
た
ま
さ
や

さ
ん
に
「
シ
ル
バ
ー
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
」
〜
あ
な
た
の
経

験
を
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜
を
テ
ー
マ
に
ご

講
演
い
た
だ
き
、
急
速
に
進
む
「
少
子
高
齢
社

会
」
の
中
で
、
老
後
の
生
活
を
自
立
・
自
律
し

た
生
活
を
送
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ま
で
の
生
活

を
ふ
り
返
り
、
生
き
が
い
と
し
て
の
社
会
参

加
・
地
域
参
加
を
進
め
、
社
会
的
役
割
を
実
感

で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
有
用
性
に
つ
い

て
、
わ
か
り
や
す
く
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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人
権
を
守
る
市
民
の
活
動
を

進
め
、
そ
し
て
広
げ
よ
う
！

泉
南
市
人
権
啓
発
推
進
協
議
会
総
会
開
催

去
る
四
月
二
十
日
豸
、
多
数
の
来
賓
と
関
係
者
の
出
席
の
も
と
、
平
成
十
五
年

度
泉
南
市
人
権
啓
発
推
進
協
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
本
年
度
の
活
動
課
題
、
役

員
体
制
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
二
七
〇
）

役職名  役職名  氏　名  氏　名  
梅田　幸夫 
新川　實 
宮野　治 

林　立 
坂井善兵衛 
金谷　初子 
松野　健吉 
古谷　知文 
谷川　義雄 

野海　房幸 
清水とし子 
庄司　節男 
大堀　保子 
藪内　実 
関本　源彦 
大石　義松 
藤原　修子 
柘植　孝子 
祐代　一 
祐代　慶静 

島本安治郎 
　選任中 

山田きみ子 

徳野　利勝 
松野　健吉 
北浦　信 

城野美知子 
南　弘和 
亀岡登喜恵 
杉山　頼平 
黒井美智子 
真鍋　正子 

桝　　亀 
古谷美枝子 
平田　政美 
福本　道子 
広岡　修三 
中野登喜子 
坂本萬里子 
与野　泰幹 
北島　治男 

亀岡　弘 
藤田小夜子 

阪井　聡子 

会　　長 
副 会 長  

　 　 〃  
　 　 〃  
　書　　記 
　会　　計 
　会計監査 
　 　 〃  
東校区人権協委員長 
　　〃　　副委員長 
信達校区人権協委員長 
　　〃　　副委員長 
一丘校区人権協委員長 
　　〃　　副委員長 
新家校区人権協委員長 
　　〃　　副委員長 
　　〃　　副委員長 
砂川校区人権協委員長 
　　〃　　副委員長 
　　〃　　副委員長 
　　〃　　副委員長 
西信達校区人権協委員長 
　　〃　　副委員長 

鳴滝校区人権協委員長 
　　〃　　副委員長 
樽井校区人権協委員長 
　　〃　　副委員長 
　　〃　　副委員長 
雄信校区人権協委員長 
　　〃　　副委員長 
　　〃　　副委員長 
　　〃　　副委員長 
　相　談　役 
　　　〃 
　　　〃 
　　　〃 
　　　〃 
　　　〃 
　　　〃 
　　　〃 
　　　〃 
　　　〃 
　　　〃 

　事務局長 

▲太田昌也さんによる記念講演



※行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

今月の健康診査・予防接種・その他（２００３.７）
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

両親教室 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア・破傷風・百日せき） 

麻しんの予防接種 

一般健康診断／循環器科検診 
精神保健福祉相談 
障害・慢性疾患児の療育相談 
Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 

乳幼児結核検診 
ポリオの予防接種 
日本脳炎の予防接種 

献　血 

離乳食講習会 

４か月児健康診査／ツベルクリン反応検査 

１歳６か月児健康診査 
３歳６か月児健康診査 
２歳児歯科健康診査 
２歳６か月児歯科健康診査 

地域リハビリ教室 

毎月第２～４金曜日 
午後１時～２時半 

随時受付していま 
す。市内の各医療 
機関へ直接申し込 
んでください 
随時受付しています。 
市内の各産婦人科医 
療機関へ直接申し込 
んでください 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）信達牧野361－10／薀83－2357 
▼福本医院・婦人科　信達牧野378／薀83－2505 
▼宮城医院・婦人科　信達市場31－311／薀82－7018 
▼新泉南病院・婦人科（金曜・土曜午前中のみ）りんくう南浜3－7／薀80－5618 
※40歳以上の方は基本健康診査、大腸がん検診とセットで受診ください※費用は600円 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎機能、貧血、 
糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底検査を実施。便潜血検査 
２日法。※できるだけセットで受診してください。携行品は健康手帳。 
▼費用＝基本健康診査は無料。大腸がん検診は200円。 

▼40歳以上の市民 
平成15年4月1日～ 
11月29日の間に、 
１回受診できます 
▼30歳以上の市民 
平成15年4月1日～ 
11月29日の間に、 
１回受診できます 

笊７月２日貉 
笆８月６日貉 

笊平成15年２月生 
笆平成15年３月生 

身体計測、内科診察、個別指導、ツベルクリン反応検査（希望者）。 
対象の方には個別通知（時間指定）します。 

７月23日貉 
午後０時40分～２時10分 平成13年12月生 

身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

７月９日貉 
午後０時半～１時05分 平成11年12月生 

７月17日貅 
午後１時～１時半 平成13年６月生 

７月24日貅 
午後１時半～２時 平成12年12月生 

歯みがき教室 ７月24日貅 
午後１時～１時20分 

平成13年５月生 
平成13年11月生 

７月18日貊 
午後１時半～２時半 

今月はありません 

７月７日豺、16日貉、30日貉、 
８月７日貅午後１時半～２時半 

７月２日貉ツベルクリン反応検査 
７月４日貊ツベルクリン判定及びBCG

時間は午後１時半～２時半。生後３か月～４歳未満の乳幼児。なるべく 
１歳までに済ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

第１期（３種混合）は、生後６か月～７歳６か月（できるだけ生後３歳まで）の間に計４回。 
▼初回接種＝生後６か月に達したら約４週間隔で３回。▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半 
の間に１回。第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満（小学６年生）の人に１回。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 
生後12か月～７歳６か月未満の幼児。できるだけ３歳までに済ませ 
てください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

時間は午後１時半～２時半。生後３か月～７歳６か月未満の幼児。できる 
だけ18か月までに済ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 
第１期は３歳から７歳６か月未満。▼初回接種は約１～４週間隔で２回。▼追加接種は初回接種の２回終了後、約１年後に１回。 
第２期は９歳から13歳未満。第３期は14歳～16歳未満。対象年齢内に１回接種してください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

第２、４水曜日 
午前中（要予約） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001）。血圧、検尿、 
血液検査等（診断、検査等は有料です。なお、診断書も発行します） 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 
第１金曜日の午後 
（事前予約要） 

実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001） 
高齢者こころの相談、アルコール健康相談にも応じています。 
医師及び専門職員による相談・指導を行います。 
実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001） 

尾崎府民健康プラザ 
へお問い合せ下さい 
７月４日貊・ラリーズ泉南店　※時間は午前10時～正午、午後１時～４時半。 
成分献血、400裨献血にご協力ください。▼問合せ＝泉南市献血推進協議会（薀82－7615） 

事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府尾崎府民健康プラザ（薀71－6001） 

８月４日豺、11日豺、 
18日豺、25日豺午後１時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組（要予約） 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

８月18日豺 
午後１時～３時 

７月15日貂 
７月22日貂 
午後１時半 
　～２時半 

離乳期の乳児の 
保護者（要予約） 

両親教室の妊婦との交流。講習と試食。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） 笊７月４日貊 笆８月１日貊 
乳幼児と保護者 時間は午後１時半～３時。育児相談、身体計測。 

お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談等。 
予約は不要。携行品は母子手帳、歯ブラシ、 
筆記用具、問診票。 
※今月受診できない人は、対象月を含め３か月 
以内に受診してください。 

４日間で１コース。携行品は母子手帳と１日目は歯ブラシ、コップ、手鏡。２日目は運 
動のできる服装。なるべく５か月以降の安定期にお越しください。途中参加もできます。 

病・医院の診察時間 満９か月～１歳未満 ４か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第２～４金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第1、3火曜日 
▼北野区民センター第4火曜日 
▼保健センター第2、4木曜日 
※午後２時から１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 
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▼
と
き
＝
七
月
十
日
貅
、
七
月
十
七

日
貅
、
七
月
二
十
四
日
貅
、
八
月
二

十
八
日
貅
の
午
前
九
時
半
〜
十
一
時

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
▼
内

容
＝
笊
基
本
健
康
診
査
（
尿
検
査
、

血
液
検
査
、
医
師
診
察
等
※
必
要
な

方
に
は
心
電
図
・
眼
底
検
査
）
笆
肺

が
ん
検
診
（
胸
部
Ｘ
線
撮
影
※
必
要

な
方
に
は
喀
痰

か
く
た
ん

検
査
）
▼
対
象
＝
四

十
歳
以
上
の
市
民
の
方
▼
費
用
＝
無

料
※
但
し
、
喀
痰
検
査
は
四
〇
〇
円

が
必
要
▼
申
込
み
＝
受
付
時
間
内
に

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
お
越
し
く
だ

さ
い
（
事
前
予
約
は
不
要
）
▼
そ
の

他
＝
笊
笆
い
ず
れ
か
一
方
の
み
の
受

診
も
で
き
ま
す
▼
問
合
せ
＝
保
健
セ

ン
タ
ー

一
生
自
分
の
歯
で
食
事
で
き
る
よ

う
に
、
ご
自
分
の
歯
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
と
き
＝
七
月
十
日
貅
、
十
月
十
六

日
貅
の
午
後
一
時
〜
二
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
四
十

歳
以
上
の
市
民
の
方
▼
費
用
＝
無
料

▼
申
込
み
＝
受
付
時
間
内
に
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い

（
事
前
予
約
は
不
要
）
▼
問
合
せ
＝

保
健
セ
ン
タ
ー

あ
な
た
も
骨
年
齢
を
測
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？

▼
と
き
＝
九
月
十
一
日
貅
、
九
月
十

八
日
貅
、
十
月
十
六
日
貅
、
十
月
三

十
日
貅
、
十
二
月
四
日
貅
、
十
二
月

十
一
日
貅
の
午
後
一
時
半
〜
三
時
半

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
▼
対

象
＝
三
十
歳
以
上
の
市
民
の
方
▼
定

員
＝
各
五
〇
人
（
先
着
順
）
▼
費

用
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
七
月
十
日
貅

以
降
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
▼
そ
の
他
＝
▽
か
か
と
で

測
定
し
ま
す
の
で
、
ソ
ッ
ク
ス
な
ど

素
足
に
な
り
や
す
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
▽
七
月
十
日
貅
、
七
月
十

七
日
貅
に
骨
密
度
測
定
を
受
診
さ
れ

る
予
定
の
方
は
申
込
み
で
き
ま
せ
ん

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

泉
南
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

で
は
、
ふ
れ
あ
い
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
親
子
で
楽
し

く
ク
ッ
キ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
七
月
二
十
五
日
貊
午
前
十

時
〜
午
後
二
時
▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ

ン
タ
ー
▼
テ
ー
マ
＝
野
菜
バ
リ
バ

リ
、
朝
食
モ
リ
モ
リ
・
生
活
習
慣
病

に
な
ら
な
い
た
め
の
野
菜
た
っ
ぷ
り

メ
ニ
ュ
ー
▼
対
象
＝
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
▼
定
員
＝
親
子
で
十
五
組

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加

費
＝
一
人
に
つ
き
三
〇
〇
円
（
保
険

料
含
む
）
▼
携
行
品
＝
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
筆
記
用
具
、
手
拭
き
、
お

茶
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
七
月
十
七

日
貅
ま
で
に
、
お
電
話
で
保
健
セ
ン

タ
ー食

生
活
を
中
心
に
、
健
康
づ
く
り

に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容
・
講
師
＝
笊
八
月
二

十
九
日
貊
・
開
講
式
と
医
師
講
義
・

医
師
笆
九
月
一
日
豺
・
栄
養
講
義
・

栄
養
士
笳
九
月
二
日
貂
・
栄
養
講

義
・
栄
養
士
笘
九
月
四
日
貅
・
運
動

実
技
・
健
康
運
動
指
導
士
笙
九
月
八

日
豺
・
栄
養
講
義
・
栄
養
士
笞
九
月

十
七
日
貉
・
栄
養
講
義
、
調
理
実

習
・
栄
養
士
笵
九
月
二
十
二
日
豺
・

栄
養
講
義
・
栄
養
士
笨
九
月
二
十
六

日
貊
・
運
動
実
技
・
健
康
運
動
指
導

士
笶
九
月
二
十
九
日
豺
・
栄
養
講

義
・
栄
養
士
筐
十
月
二
日
貅
・
栄
養

講
義
・
栄
養
士
筺
十
月
六
日
豺
・
栄

養
講
義
、
医
師
講
義
・
栄
養
士
、
医

師
笄
十
月
十
五
日
貉
・
閉
講
式
、
栄

養
講
義
・
栄
養
士
▼
時
間
＝
笊
は
午

後
一
時
〜
笞
は
午
前
十
時
〜
※
そ
の

他
は
午
後
一
時
半
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

二
、
三
時
間
程
度
▼
参
加
費
＝
五
〇

〇
円
程
度
（
調
理
実
習
の
材
料
費
）

▼
定
員
＝
三
〇
人
▼
そ
の
他
＝
▽
で

き
る
だ
け
七
回
以
上
出
席
し
て
く
だ

さ
い
▽
希
望
者
は
講
座
終
了
後
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
泉
南
市
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会
」
に
加
入
し
、
ヘ

ル
ス
メ
イ
ト
と
し
て
活
動
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

保
健
セ
ン
タ
ー
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骨
密
度
測
定
を

実
施
し
ま
す

健
康
栄
養
講
座
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

基
本
健
康
診
査

肺
が
ん
検
診

夏
休
み
ふ
れ
あ
い
親
子

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

歯
科
健
診
を

実
施
し
ま
す

気温が高くなるこれからの季
節が食中毒が多発する時期で
す。次の点に注意し、食中毒を
予防しましょう。
▼鮮度のよいものを選
び、できるだけ早く
冷蔵庫、冷凍庫へ入
れましょう▼冷蔵
庫、冷凍庫に保存す
るときは、肉や魚の
汁などが他の食品につ
かないように、容器やビニ
ール袋などに入れましょう▼調
理器具やふきんを清潔にしまし
ょう▼調理前や生肉、生魚、卵
を扱った時には、必ず石鹸で手

を洗いましょう▼生肉、生魚を
切った包丁やまな板はよく洗っ
て、熱湯をかけましょう▼食中

毒菌をやっつけるには、
加熱が一番。中心まで
十分熱を通しましょ
う▼食肉を生のまま
食べることはでき
るだけ避けましょう
▼料理を室温で長く
放置しないようにしま

しょう▼食品が残った時
は、食品は清潔な容器に入れ替
え、冷蔵庫などに保存しましょ
う▼時間が経ちすぎたら、思い
切って捨てましょう

家庭から食中毒をなくしましょう
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ＡＢＣ委員会「花いっぱい運動推進チーム」が花いっぱい運動の一環として、マリーゴールド（約
7,500株）の植樹を市内各地区で行いました。
泉南市役所周辺でも市役所を訪れる人々や国道26号の利用者らにかわいい花を見ていただき、心を

癒してもらおうと、ボーイスカウト泉南第２団と泉南市スポーツ少年団（柔道クラブ）の児童約30人
とその保護者らが、市役所玄関前の花壇と同国道の交差点にある花壇に鮮やかな黄色やオレンジ色の
花を植え、気持ちのいいさわやかな汗をかいていました。 （６月７日）

花いっぱい運動を広げよう！
心にもかわいい花を‥

海はかけがえのない大切なもので、汚さないよう
にしよう！という気持ちから、浜保育所の５歳児
（２４人）が、岡田浦漁港横の砂浜の清掃と地引き網
を体験しました。岡田浦漁協の皆さんといっしょに、
「よいしょっ！よいしょっ！」と力を合わせて網を引
きました。すると、クロダイやタコ、シャコなどが
たくさん獲れました。大小様々な魚に園児たちもび
っくり、大喜びの子や少し不安そうな表情の子もい
るなど、日常では体験できない貴重なひとときを過
ごすことができました。 （５月１４日）

わたしたち・ぼくたちの海を大切に
浜保育所の園児たちが地引き網体験

10

ケーブルテレビのチャンネル９
では、泉州地域４市３町の地域情
報番組「わくわくりんくう」を映
像と文字番組で放送しています。
但し、視聴するにはケーブルテレ
ビへの加入が必要です。また、視
聴できない地域がありますのでご
了承ください。
▼１回目＝9：00～11：20（泉南市は11：00～）
▼２回目＝14：00～16：20（泉南市は16：00～）
▼３回目＝22：00～0：20（泉南市は0：00～）
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝ジェイコ
ム関西・りんくう局（薔０１２０－０８９－３４４）
▼問合せ＝情報管理課（内線２２７）

７月15日貂 
　　～ 
７月28日豺 

７月29日貂 
　　～ 
８月11日豺 

泉南市域に生息するホタル（ゲンジ 
ボタル、ヘイケボタル、ヒメボタル） 
の生態と６月７日に開催されたホタ 
ル観賞の夕べの様子を紹介します。 

育児支援サービスを提供するために 
昨年９月にオープンした「子育て支 
援センターひだまり」。施設の紹介 
とその主な取り組みを紹介します。 

７月１日貂 
　　～ 
７月14日豺 

一緒に歩こう！せんなん歴史探訪 
今回は男里川流域の文化遺産（天神 
の森、男里遺跡、戎畑遺跡ほか）を 
訪れます。 

正
し
く
遊
ん
で
楽
し
い
花
火
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泉南市の今後のまちづくりについて、市町村合併
の観点から市民の皆さまとともに考えていこうと、
市内各地区において市民説明会を開催しました。
説明会は向井市長らも出席し、計１１回開催され、

１０会場で合計３９０人の市民の皆さまにご参加い
ただきました。
説明会では、「合併した場合のメリット、デメリッ

トをもっと具体的に示して欲しい‥」「合併した場合
も、きめ細やかな行政サービスが提供できるのか？」
等の質問がなされる等、行政と市民との間で積極的
な意見交換が行われました。
泉南市では、今後も必要に応じて住民説明会を開

催する予定としています。（５月８日～５月２９日）
▼問合せ＝政策推進課（内線２８７・３４９）

市町村合併は私たちの問題です
合併にかかる住民説明会を開催

泉南市、泉佐野市、阪南市、田尻町、岬町の３市
２町で構成する泉州南広域行政研究会（会長・向井
通彦泉南市長）による「考えよう！市町村合併　泉
州南広域行政研究会シンポジウム」が、泉南市立文
化ホール（一般参加者３１１人）で開催されました。
シンポジウムは冒頭の同研究会が調査・研究を進

めてきた「市町村合併にかかる調査研究報告書」の
概要説明に引き続き、「みんなで考えよう、これから
の南泉州」をテーマにパネルディスカッションが行
われ、５首長自らがパネリストとして討論に参加、
合併問題に対する意見や考え方などを話し合いまし
た。 （５月３１日）

▼問合せ＝政策推進課（内線２８７・３４９）

５市町首長が市町合併で意見交換
泉州南広域行政研究会シンポジウム

チ
ェ
ッ
ク

り
ん
く
う
花
火
の
祭
典
の
開
催

も
近
づ
き
、
花
火
大
会
に
で
か
け

た
り
、
ご
家
庭
で
も
花
火
を
楽
し

む
こ
と
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

最
近
の
花
火
は
、
様
々
な
種
類

が
あ
り
、
色
や
音
、
炎
の
か
た
ち

な
ど
の
演
出
で
私
た
ち
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
、
楽
し
い
は
ず
の
花
火

で
す
が
、
そ
の
取
り
扱
い
方
法
を

誤
る
と
や
け
ど
な
ど
の
け
が
や
花

火
の
火
が
原
因
で
火
災
を
起
こ
す

可
能
性
も
あ
り
、
実
際
そ
の
よ
う

な
事
例
も
全
国
で
発
生
し
て
い
ま

す
。
間
違
っ
た
遊
び
方
や
火
の
後

始
末
を
怠
る
と
そ
の
危
険
性
は
さ

ら
に
高
く
な
り
ま
す
。

▼
楽
し
く
花
火
を
す
る
ポ
イ
ン
ト

笊
遊
び
方
や
注
意
書
き
を
必
ず
読

み
ま
し
ょ
う

笆
燃
え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所

で
遊
ば
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

笳
風
の
強
い
時
は
遊
ば
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

笘
バ
ケ
ツ
に
水
を
入
れ
て
用
意
し

ま
し
ょ
う

笙
た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
度
に
火

を
つ
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

笞
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
分
解
し

な
い
。
多
量
に
集
め
た
り
、
異
種

の
も
の
を
混
ぜ
る
と
た
い
へ
ん
危

険
で
す
。

笵
遊
ん
だ
後
は
、
火
の
後
始
末
を

き
ち
ん
と
し
ま
し
ょ
う
。

花
火
の
原
料
は
火
薬
で
す
。
正

し
い
使
用
方
法
で
事
故
の
な
い
よ

う
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
消
防
本
部
（
薀
祕
０

１
１
９
）
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今月は岡中鎮守社のマキをご紹介

しましょう。このマキは先月号でご

紹介した岡中鎮守社のクスのすぐ隣

に寄り添うように立っています。

クスがあまりにも大きいこ

とからか、長い間注目さ

れていませんでした

が、よく調べてみる

とその規模は、高

さ１９.５ｍ、直

径０.８ｍもあり、

枝は約１５ｍ四

方にもひろがっ

ていました。マ

キは一般に成長

が遅いことで知ら

れており、大阪府

内ではこれほどの大

きなマキは他では見つ

かっていません。

また、このマキはイヌマキとよば

れる種類で、近畿では和歌山県など

南の地方に多いとされているもので

すが、その中でもかなり北方に位置

しているものであることもわかって

きました。このような重要性から平

成２年には大阪府天然記念物に指定

されています。

その昔、岡中鎮守社の周辺は数多

くの木が生い茂っていたようです。

しかしその多くは長い年月の間に切

られたりして少なくなってしまいま

した。その中で、このマキと隣のク

スノキは、特に大樹であったため、

岡中地区の人々の強い要望で切らず

に残されたと言われています。今、

私たちが仰ぎ見るこのマキは、これ

からも人々の想いとともに成長して

ゆくことでしょう。

岡中鎮守社のマキ

～泉南のみどり・７～
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